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中国における国家賠償法（二）（李）

　
　

は
じ
め
に

　
　

第
一
編　

中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
法
︱
政
策
的
救
済
か
ら
法
的
救
済
へ
︱

　
　

序
説

　
　

第
一
章　

政
策
的
救
済
︱
共
産
党
及
び
政
府
に
よ
る
政
策
的
救
済
︱

　
　
　

第
一
節
﹁
三
大
規
律
、
八
項
注
意
﹂︵
一
九
四
七
年
～
一
九
七
六
年
︶
の
時
代
に
お
け
る
政
策
的
救
済

　
　
　

第
二
節　

政
策
的
救
済
に
お
け
る
共
産
党
と
政
府
の
関
係

　
　
　

小
括
︵
以
上
、
二
五
一
号
︶

　
　

第
二
章　

法
的
救
済

　
　
　

第
一
節　

法
的
救
済
の
生
成
に
対
す
る
障
害

　
　
　
　

第
一
款　

国
民
党
旧
﹁
六
法
﹂
廃
止
に
よ
る
障
害

　
　
　
　

第
二
款　

ソ
連
法
理
論
に
よ
る
障
害

　
　
　

第
二
節　

法
的
救
済
制
度
の
整
備

　
　
　
　

第
一
款　

法
的
救
済
制
度
の
生
成
︵
一
九
五
四
年
～
一
九
五
七
年
︶

論
　
　
説

中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
法
︵
二
︶

李　
　
　

竜　

賢
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第
二
款　

法
的
救
済
制
度
の
停
滞
︵
一
九
五
七
年
～
一
九
八
二
年
︶

　
　
　
　

第
三
款　

法
的
救
済
制
度
の
発
展
︵
一
九
八
二
年
～
︶

　
　
　

小
括
︵
以
上
、
本
号
︶

　
　

第
二
編　

中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
法
︱
現
状
と
そ
の
問
題
点
︱

　
　

第
三
章　

中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
法
の
制
定

　
　

第
四
章　

賠
償
義
務
機
関

　
　

第
五
章　

機
関
賠
償
制
度
︱
二
〇
一
〇
年
改
正
後
の
﹁
違
法
確
認
﹂
及
び
﹁
処
理
前
置
﹂
手
続
︱

　
　

第
三
編　

中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
法
︱
国
家
賠
償
制
度
の
課
題
︱

　
　

第
六
章　

中
国
国
家
賠
償
制
度
と
そ
の
他
の
諸
制
度
と
の
関
係

　
　

第
七
章　

中
国
国
家
賠
償
制
度
の
課
題

　
　

お
わ
り
に

第
二
章
　
法
的
救
済

第
一
節　

法
的
救
済
の
生
成
に
対
す
る
障
害

中
国
に
お
い
て
国
家
賠
償
責
任
制
度
を
行
政
法
制
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
に
行
政
訴
訟
法
が
施
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行
さ
れ
た
と
き
か
ら
で
あ
っ
た
。
国
家
賠
償
責
任
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
な
か
に
盛
込
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
時
か
ら
み
た
と
し

て
も
、
先
進
的
資
本
主
義
国
の
国
家
賠
償
責
任
と
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
遅
れ
た
出
発
で
あ
っ
た
。

中
華
人
民
共
和
国
建
国
前
の
中
国
行
政
法
は
、
主
に
、
行
政
救
済
領
域
に
お
い
て
、
日
本
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。
特

に
、
清
国
末
期
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
、
立
法
及
び
学
説
の
面
で
、
強
く
影
響
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
九
年
に
﹁
旧
六

法
﹂
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
今
度
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
の
影
響
が
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
は
外
国
行
政
法
書
籍
の
翻
訳
ブ
ー
ム
が
お
こ
り
、
英
米
及
び
大
陸
法
系
列
の
行
政
法
出

版
物
が
続
々
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
外
国
の
翻
訳
文
献
は
、中
国
国
内
に
お
け
る
学
説
の
活
性
化
の
起
爆
剤
と
な
り
、

一
九
八
七
年
の
﹁
民
法
通
則
﹂、
一
九
八
九
年
の
﹁
行
政
訴
訟
法
﹂
及
び
一
九
九
五
年
の
﹁
国
家
賠
償
法
﹂
の
制
定
に
、
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。

第
一
款
　
国
民
党
旧
「
六
法
」
廃
止
に
よ
る
障
害

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
清
国
末
期
か
ら
民
国
時
代
に
お
け
る
学
説
の
動
向
及
び
旧
﹁
六
法
﹂
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一　

清
国
末
期
か
ら
中
華
民
国
時
代
の
学
説

一
九
世
紀
末
、
特
に
一
八
九
五
年
の
日
清
戦
争
の
敗
北
後
、
日
本
の
﹁
明
治
維
新
﹂
を
手
本
と
し
て
行
っ
た
﹁
戊
戍
維
新
﹂(1)

の
前

後
、
清
国
は
大
量
の
留
学
生
を
日
本
に
派
遣
し
た
。
ま
た
、
中
華
民
国
時
代
に
な
る
と
、
日
本
の
行
政
法
の
理
論
は
、
当
時
に
お
い

て
支
配
的(2)

な
も
の
と
な
っ
た
。
特
に
、
当
時
、
日
本
行
政
法
の
代
表
的
な
学
者
で
あ
っ
た
織
田
萬
、
美
濃
部
達
吉
、
佐
々
木
惣
一
の

理
論
が
中
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
織
田
萬
等
が
編
集
し
た
﹃
清
国
行
政
法
﹄(3)

は
中
国
の
近
代
行
政
法
学
誕
生
を
基
礎
づ
け

る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
清
国
末
か
ら
中
華
民
国
時
代
ま
で
の
日
本
留
学
組
の
代
表
的
な
学
者
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
行
政
法
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の
著
書
の
中
の
国
家
責
任
に
関
す
る
理
論
を
紹
介
す
る(4)

。

曹
履
貞
ほ
か
﹃
行
政
法
﹄(5)

本
書
は
清
国
末
に
日
本
の
留
学
経
験
を
も
つ
曹
履
貞
等
に
よ
り
、
日
本
の
法
学
者
で
あ
る
、
清
水
澄
と
松
本
順
吉
の
講
義
を
主
な

素
材
と
し
て
書
か
れ
た
本
で
あ
る
。
本
書
は
行
政
監
督
を
扱
っ
た
中
で
、
日
本
の
行
政
訴
訟
と
訴
願
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
特

に
、
明
治
憲
法
六
一
条
の
規
定
に
よ
る
と
、
行
政
訴
訟
の
対
象
と
な
る
の
は
行
政
庁
の
違
法
な
行
政
処
分
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
と

な
る
の
は
、
法
律
の
定
め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
紹
介
し
た(6)

。
ま
た
、﹁
行
政
訴
願
法
﹂
一
条
で
規
定
し
て
い
る
、﹁
租
税
及
手
数
料
ノ

賦
課
ニ
関
ス
ル
事
件
、
租
税
滞
納
処
分
ニ
関
ス
ル
事
件
、
営
業
免
許
ノ
拒
否
又
ハ
取
消
ニ
関
ス
ル
事
件
﹂
に
等
6
種
類(7)

に
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
等
を
紹
介
し
て
い
る
。
曹
履
貞
ほ
か
﹃
行
政
法
﹄
は
、
日
本
行
政
法
の
簡
単
な
紹
介
に
止
ま
っ
て
お
り(8)

、
強
い
国
家
主
義

的
色
合
を
も
っ
て
い
た
︵
天
皇
主
権
︶
と
述
べ
て
い
た(9)

。
し
か
し
、
本
書
は
中
国
に
伝
わ
っ
た
最
初
の
日
本
の
行
政
法
の
著
書
で
あ

り
、
当
時
、
日
本
の
行
政
救
済
法
の
シ
ス
テ
ム
を
最
初
に
中
国
に
紹
介
し
た
著
書
と
し
て
、
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

白
鵬
飛
の
﹃
行
政
法
大
綱
﹄

東
京
帝
国
大
学
に
留
学
経
験
を
も
っ
て
い
る
著
者
は
、
留
学
時
代
に
美
濃
部
達
吉
の
指
導
を
受
け
た
学
者
で
あ
り
、
中
国
に
帰
国

後
、
数
多
く
著
書
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
広
く
世
間
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、﹃
行
政
法
大
綱
﹄(10)

で
あ
る
。
白
鵬
飛
は
朝

陽
大
学
︵
現
在
の
中
国
人
民
大
学
の
前
身
︶、
北
京
大
学(11)

、
広
西
大
学(12)

で
教
鞭
を
と
っ
た
経
歴
を
も
つ
、
中
華
民
国
時
代
の
著
名
な

行
政
法
学
者
で
あ
る
。
白
鵬
飛
の
﹃
行
政
法
大
綱
﹄
行
政
上
の
損
害
賠
償
及
び
損
失
補
償
に
つ
い
て
扱
っ
た
部
分(13)

で
は
、
行
政
作
用

に
よ
り
人
民
が
財
産
上
損
害
を
被
っ
た
と
き
は
、
そ
の
責
任
は
行
政
の
主
体
者
側
に
あ
り
、
正
義
原
則
に
よ
り
、
国
家
又
は
公
共
団

体
は
損
害
を
賠
償
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
賠
償
の
性
質
も
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
一
つ
は
、
民
法
上
の
損
害
賠
償
責

任
と
公
法
上
の
損
害
賠
償
責
任
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
行
政
権
の
適
法
行
為
に
よ
り
発
生
し
た
損
害
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
公
共
の
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利
益
に
よ
り
原
告
に
負
わ
せ
た
被
害
は
損
失
補
償
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る(14)

。
白
鵬
飛
の
﹃
行
政
法
大
綱
﹄
は
、

行
政
機
関
、
行
政
訴
訟
等
の
部
分
に
お
い
て
、
美
濃
部
達
吉
の
理
論
を
殆
ど
直
接
引
用
し
て
い
る
。

本
書
は
構
造
が
明
確
で
あ
り
、
ま
た
、
曹
履
貞
の
﹃
行
政
法
﹄
よ
り
、
日
本
の
新
た
な
理
論
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
、
当
時
の
中
国

の
行
政
法
の
生
成
と
発
展
に
試
金
石
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
評
価
し
て
い
る(15)

。

範
揚
﹃
行
政
法
総
論
﹄(16)

白
鵬
飛
と
同
様
に
、
長
い
日
本
留
学
経
験
を
も
っ
て
い
る
範
楊
は
、
東
京
帝
国
大
学
で
哲
学
及
び
法
律
学
を
専
攻
し
、
特
に
行
政

法
に
お
い
て
、
美
濃
部
達
吉
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。
中
国
に
帰
国
し
た
後
、
彼
の
著
書
﹃
行
政
法
総
論
﹄
に
お
い
て
、
行
政

法
の
基
本
概
念
、
行
政
組
織
、
公
法
人
、
行
政
行
為
、
行
政
強
制
、
訴
願
、
行
政
訴
訟
、
行
政
上
の
損
害
賠
償
及
び
損
失
補
償
体
系

を
一
九
二
〇
、三
〇
年
代
の
中
国
に
紹
介
し
、
さ
ら
に
、
行
政
法
体
系
の
確
立
に
貢
献
を
し
た
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
特
に
、
本

書
第
三
章
﹁
行
政
組
織
﹂
第
二
節
第
一
款
第
二
項
﹁
行
政
機
関
の
性
質
﹂
の
と
こ
ろ
で
は
、
国
家
の
法
人
格
を
認
め
上
で
、
行
政
機

関
に
つ
い
て
は
、
国
家
の
構
成
部
分
で
あ
り
、
国
家
の
法
人
格
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
行
政
機
関
は
法
人
格
を
持
た
な
い
と
主

張
し
、
行
政
機
関
の
法
人
格
性
を
否
定
し
て
い
た(17)

。

二　

中
華
民
国
時
代
の
法
的
救
済

中
華
民
国
時
代
に
お
け
る
国
家
責
任
制
度
は
、
中
華
民
国
憲
法
及
び
中
華
民
国
民
法
に
お
い
て
人
民
の
権
利
利
益
を
救
済
す
る
条

項
が
あ
っ
た
も
の
の
、
当
時
の
政
治
状
況
の
下
で
は
殆
ど
機
能
し
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
旧
中
華
民
国
で
の
国
家
責
任
を
め

ぐ
る
法
的
救
済
制
度
と
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一
九
一
二
年
﹁
中
華
民
国
臨
時
約
法
﹂(18)

﹁
中
華
民
国
臨
時
約
法
﹂
は
一
九
一
二
年
三
月
一
一
日
に
公
布
さ
れ
た
。
本
法
の
第
二
章
八
条
で
は
﹁
人
民
は
行
政
官
署
を
訴
え
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る
権
利
を
有
す
る
。﹂
と
規
定
し
、
一
〇
条
で
﹁
人
民
は
官
吏
の
違
法
な
権
利
侵
害
行
為
に
対
し
て
、
平
政
院
に
対
し
て
陳
述
す
る

権
利
を
有
す
る
﹂
等
を
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
条
項
を
具
体
化
す
る
一
九
二
九
年
﹁
中
華
民
国
民
法
﹂
を
除
い
て
、

そ
の
他
の
法
律
は
整
備
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
二
九
年
﹁
中
華
民
国
民
法
﹂
一
八
六
条
、
二
八
条
及
び
一
八
八
条

一
九
二
九
年
に
施
行
さ
れ
た
中
華
民
国
民
法
一
八
六
条
で
は
、﹁
一　

公
務
員
が
故
意
に
、
第
三
者
に
対
し
執
行
す
べ
き
職
務
に

違
背
し
て
第
三
者
の
権
利
に
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、
賠
償
責
任
を
負
う
。
過
失
に
よ
る
と
き
は
、
被
害
者
が
他
の
方
法
に
よ
っ
て

賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
の
み
、そ
の
賠
償
責
任
を
負
う
。
二　

前
項
の
場
合
、被
害
者
が
法
律
の
救
済
方
法
に
よ
っ

て
そ
の
損
害
を
除
去
で
き
る
と
き
に
、
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
職
員
は
責
任
を
負
わ
な
い
。﹂

定
め
て
い
る(19)

。
ま
た
、
二
八
条
で
は
、﹁
法
人
は
、
そ
の
理
事
又
は
そ
の
他
の
代
表
資
格
を
有
す
る
者
の
職
務
執
行
に
よ
り
、
他
人

に
損
害
を
与
え
た
場
合
は
、そ
の
行
為
人
と
連
帯
保
証
責
任
を
負
う
。﹂
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、民
法
一
八
八
条
に
お
い
て
は
、

﹁
被
用
者
が
職
務
執
行
に
よ
り
、
不
法
に
他
人
の
権
利
を
損
害
し
た
場
合
は
、
使
用
者
と
被
用
者
は
連
帯
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。

た
だ
し
、
被
用
者
の
監
督
及
び
職
務
執
行
に
お
い
て
相
当
の
注
意
を
し
た
と
き
、
又
は
、
相
当
の
注
意
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

損
害
が
生
ず
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
は
、
使
用
者
は
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
。
被
害
者
が
前
項
の
但
書
の
規
定
に
よ
り
、
損
害
賠
償
を

受
け
取
れ
な
い
場
合
は
、
法
院
は
、
そ
の
請
願
に
よ
り
、
使
用
者
と
被
害
者
の
経
済
状
況
を
斟
酌
し
た
上
で
、
使
用
者
に
全
部
又
は

一
部
の
損
害
賠
償
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
使
用
者
が
損
害
賠
償
を
行
な
っ
た
と
き
は
、
使
用
者
か
ら
被
用
者
に
対
す
る
求
償
権

の
行
使
を
妨
げ
な
い
。﹂
と
規
定
し
て
い
た
。

上
記
の
一
九
二
九
年
に
施
行
さ
れ
た
民
法
の
一
八
六
条
、
二
八
条
及
び
一
八
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
職
員
の
公
務
執
行
中
の
故
意

又
は
過
失
に
よ
り
他
人
に
損
害
を
与
え
た
時
の
損
害
賠
償
責
任
の
み
な
ら
ず
法
人
責
任
、
使
用
者
責
任
に
つ
い
て
も
国
が
代
位
と
し
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て
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
理
論
的
に
可
能
に
な
っ
た
。　

一
九
四
七
年
の
﹁
中
華
民
国
憲
法
﹂(20)

一
九
四
七
年
、
国
民
党
政
府
が
公
布
し
、
同
年
一
二
月
二
五
日
に
施
行
さ
れ
た
中
華
民
国
憲
法
二
四
条
で
は
、﹁
お
よ
そ
職
員
で
、

違
法
に
人
民
の
自
由
又
は
権
利
を
侵
害
し
た
者
は
、
法
律
に
よ
っ
て
懲
戒
を
受
け
る
ほ
か
、
刑
事
及
び
民
事
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
損
害
を
受
け
た
人
民
は
、
そ
の
損
害
に
つ
い
て
法
律
に
よ
り
、
国
に
対
し
て
も
損
害
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂

と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
憲
法
上
、
初
め
て
国
家
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
条
の
規
定
は
、
憲
法
上
の
原
則

を
う
た
っ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
規
定
だ
け
で
は
、
国
民
は
直
接
、
国
に
賠
償
請
求
で
き
な
い(21)

と
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
家
賠
償
制

度
は
真
に
国
民
の
権
利
利
益
を
守
る
と
い
う
発
想
か
ら
出
発
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
基
本
的
に
清
末
以
来
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、

外
圧
及
び
国
民
の
不
満
を
緩
和
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た(22)

。

三　

国
民
党
旧
﹁
六
法
﹂
廃
止

一
九
四
九
年
一
月
一
四
日
、
毛
沢
東
は
中
共
中
央
会
議
に
お
い
て
、﹁
偽
憲
法
廃
止
﹂、﹁
偽
法
統
廃
止
﹂
に
関
す
る
演
説
を
行
っ

た(23)

。
一
九
四
九
年
二
月
に
は
、
共
産
党
は
﹁
国
民
党
の
六
法
全
書
を
破
棄
し
解
放
区
の
司
法
原
則
を
確
定
す
る
こ
と
に
関
す
る
指

示
﹂(24)

を
発
し
た
。
こ
の
指
示
に
よ
れ
ば
、
人
民
の
新
し
い
法
律
が
系
統
的
に
発
布
さ
れ
な
い
間
は
、﹁
共
産
党
の
政
策
並
び
に
人
民

政
府
及
び
人
民
解
放
軍
が
す
で
に
発
布
し
た
各
種
の
綱
領
、
法
律
、
命
令
、
条
例
、
決
議
﹂
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
指
示
は
﹁
法
律
と
は
、
支
配
階
級
の
支
配
の
道
具
﹂
で
あ
り
、
公
然
と
暴
力
を
用
い
て
強
制
的
に
執
行
す
る
と
こ
ろ
の
、

い
わ
ゆ
る
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
の
一
つ
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
法
の
階
級
性
を
一
面
的
に
絶
対
化
し
、
法
の
も
ち
う
る
普

遍
的
正
義
の
面
を
一
方
的
に
仮
象
又
は
欺
満
と
見
做
し
て
否
定
す
る
考
え
方
が
、
こ
こ
で
は
強
調
さ
れ
て
い
た(25)

。
こ
の
よ
う
な
、
状

況
に
お
い
て
、
国
家
責
任
制
度
自
体
が
論
じ
ら
れ
る
可
能
性
は
殆
ど
存
在
し
な
か
っ
た(26)

。
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第
二
款
　
ソ
連
法
理
論
に
よ
る
障
害

中
国
行
政
法
は
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
理
論
の
影
響
も
強
く
受
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
沿
革
と
そ
の
国
家
責

任
制
度
に
関
し
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

一　

ソ
連
行
政
法
学
説
の
沿
革

ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー(27)

の
﹁
法
＝
支
配
階
級
の
道
具
﹂
理
論(28)

︵
一
九
三
〇
年
代
末(29)

︶
は
、
中
国
行
政
法
に
対
し
て
、
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
は
、
法
は
国
家
又
は
政
権
に
よ
り
認
可
さ
れ
、
支
配
階
級
の
意
志
を
反
映
し
、
国
家
権
力
に
よ
り
保
障

さ
れ
る
行
為
規
範
の
総
括
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
の
理
論
は
法
が
支
配
階
級
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
一

方
的
に
強
調
す
る
こ
と
で
、法
本
来
が
持
っ
て
い
る
権
利
救
済
機
能
を
看
過
し
て
い
た
。
法
律
は
被
支
配
階
級
に
は
適
用
さ
れ
る
が
、

支
配
階
級
及
び
そ
の
機
関
は
法
適
用
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
上
記
の
支
配
階
級
意
思
の
反
映
・
国
家
権
力
を
保
障
す
る
行
為
と

い
う
総
括
的
定
義
が
、
当
時
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
影
響
を
多
く
う
け
て
い
る
中
国
行
政
法
に
お
い
て
も
、
行
政
法
を
国
家
行
政
管

理
論(30)

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
理
論
は
、
法
的
形
態
の
客
観
的
分
析
、
そ
し
て
、
現
実
の
社
会
関
係
と
し
て
の
法

関
係
の
分
析
の
著
し
い
衰
退
を
導
き
、
一
方
で
は
、﹁
法
実
証
主
義
﹂
の
傾
向
を
促
す
と
も
に
、
他
方
で
は
、
法
に
お
け
る
権
力
的
、

強
制
的
契
機
の
一
面
的
重
視
に
よ
り
、
権
利
義
務
の
主
体
で
あ
る
社
会
主
義
的
諸
主
体
の
軽
視
を
招
く
こ
と
に
な
る(31)

。
支
配
階
級
の

意
思
の
反
映
そ
し
て
、
国
家
権
力
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
法
律
が
、
管
理
の
法
・
行
政
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
ソ
ビ
エ
ト
の
行
政
法

管
理
論
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
ま
で
中
国
行
政
法
の
発
展
に
大
き
な
影
響(32)

を
及
ぼ
し
た
。
例
え
ば
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ス
ト
ゥ
デ

ニ
キ
ン
の
﹁
行
政
法
＝
す
べ
て
の
国
家
機
関
の
執
行
処
分
活
動
﹂
と
位
置
づ
け
る
理
論
が
あ
る
。

ス
ト
ゥ
デ
ニ
キ
ン
は
、
一
九
五
〇
年
代
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
を
代
表
す
る
学
者
で
あ
る
。﹁
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
行
政
法
は
国
家
機

関
の
執
行
・
処
分
過
程
で
、
市
民
と
国
家
機
関
の
間
に
、
そ
し
て
国
家
機
関
相
互
間
に
発
生
す
る
社
会
関
係
を
規
制
す
る
…
…
法
律
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規
範
の
総
体
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
て
い
る(33)

。
つ
ま
り
、
権
力
分
立
制
度
を
と
ら
な
い
ソ
ビ
エ
ト
制
度
の
も
と
で
は
、
国
家
機
関
は
、

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
司
法
、
立
法
を
含
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
管
理
す
る
法
と
し
て
、
行
政
法
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る(34)

。

中
ソ
対
立
及
び
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
力
を
失
っ
た
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
が
、
再
度
、
中
国
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
る
の

は
、
改
革
開
放
後
で
あ
っ
た
。
例
を
挙
げ
る
と
ヴ
ェ
・
エ
ム
・
マ
ノ
ー
ヒ
ン
︵B

.M
.M

aнохин

︶
黄
蓮
秀
編
集
﹃
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法

︵
苏
维
埃
行
政
法
︶﹄︵
群
衆
出
版
社
、
一
九
八
三
年
︶、
李
亜
南
・
賀
善
征
編
集
﹃
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
違
法
行
為
法
典
﹄︵
西
南
政
法

学
院
司
法
行
政
研
究
室
、
一
九
八
六
年
︶、
任
允
正
編
集
﹃
ロ
シ
ア
連
邦
行
政
違
法
行
為
法
典
﹄︵
法
律
出
版
社
、
一
九
八
七
年
︶、

瓦
西
林
科
夫
︵
姜
明
安
ほ
か
編
集
︶﹃
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
総
論
﹄︵
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
八
年
︶
等
が
あ
る(35)

。(36)

こ
れ
ら
の
紹
介

に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
い
て
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
の
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
動
向
が
明
ら
か
と
な
り
、
か
つ
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
時

代
の
行
政
法
で
は
な
い
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
存
在
が
一
定
の
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
節　

法
的
救
済
制
度
の
整
備

第
一
款
　
法
的
救
済
制
度
の
生
成
（
一
九
五
四
年
～
一
九
五
七
年
）

一
九
五
四
年
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
以
前
に
、
国
家
賠
償
責
任
を
定
め
た
個
別
法
と
し
て
は
、
一
九
五
四
年
一
月
二
一
日
付
中
華
人

民
共
和
国
国
務
院
令
﹁
中
華
人
民
共
和
国
海
港
管
理
暫
行
条
例
﹂︵
二
〇
条
︶(37)

が
あ
る
。﹁
新
民
主
主
義
革
命
﹂
の
勝
利
を
確
認
し
た

新
中
国
最
初
の
憲
法
で
あ
る
一
九
五
四
年
憲
法
は
九
七
条
に
お
い
て
、﹁
国
家
機
関
の
職
員
に
よ
っ
て
、
公
民
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
、

そ
の
た
め
損
害
を
受
け
た
者
は
、
賠
償
を
得
る
権
利
を
有
す
る
。﹂
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
か
ら
み
れ
ば
、
当
時
、
中
国
で
は

人
民
公
社
と
単
位
と
い
っ
た
公
有
財
産
制
が
ま
だ
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
個
人
の
私
有
財
産
権
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
法
的
に
一
定
程



126法政論集　252号（2013）

論　　説

度
保
護
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
国
民
党
政
府
が
人
民
大
衆
を
広
範
に
支
配
し
た
道
具
と
し
て
の
六
法
全
書
及
び
す
べ
て

の
司
法
制
度
を
廃
止
し
た
新
中
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
代
わ
り
と
な
る
新
し
い
法
典
は
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

一
九
五
四
年
憲
法
九
七
条
は
、
誰
を
相
手
に
賠
償
を
求
め
る
の
か
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。

第
二
款
　
法
的
救
済
制
度
の
停
滞
（
一
九
五
七
年
～
一
九
八
二
年
）

長
年
に
わ
た
る
政
策
優
位
の
法
秩
序
の
支
配
の
下
で
、
法
が
有
す
る
道
具
主
義
の
要
素
す
な
わ
ち
、
制
圧
手
段
又
は
支
配
の
道
具

と
い
っ
た
性
質
が
過
度
に
強
調
さ
れ
る
一
方
、
そ
の
権
利
利
益
の
救
済
機
能
は
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
客
観
的
な
法
よ

り
、
共
産
党
及
び
政
府
の
政
策
又
は
個
人
の
意
思
が
ま
さ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
末
期
か
ら
、﹁
土
地
改
革
﹂、﹁
三
反
﹂・﹁
五
反
﹂、
文
化
大
革
命
に
よ
り
、
一
方
で
は
、
裁
判
制
度
や
検
察
制
度
を

含
む
多
く
の
法
制
度
が
、
廃
止
又
は
部
分
的
に
麻
痺
状
態
に
陥
り
、
他
方
で
は
、
人
民
公
社
と
単
位
と
い
っ
た
完
全
な
公
有
財
産
制

が
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
国
家
賠
償
責
任
の
法
理
が
生
成
・
発
展
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た(38)

。
一
九
五
四

年
憲
法
九
七
条
が
示
唆
す
る
、
本
来
、
私
有
財
産
制
を
容
認
す
る
人
民
の
国
家
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
国
家
活
動
に
よ
っ
て
人
民
、
特

に
私
有
財
産
の
主
体
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
そ
の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
な
い
と
い
う
国
家
責
任
法
理
に
は
、
こ

の
時
代
、
そ
の
存
立
基
盤
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
人
民
公
社
と
単
位
と
い
っ
た
公
有
財
産
制
度
の
確
立
に
と
も
な
い
、

逆
に
、
国
家
は
人
民
の
国
家
で
あ
っ
て
、
人
民
の
た
め
に
奉
仕
し
、
人
民
の
利
益
と
国
家
の
利
益
は
根
本
的
に
一
致
す
る
た
め
、
人

民
の
利
益
を
国
家
が
侵
害
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
解
釈(39)

さ
れ
た
。
こ
の
﹁
国
家
と
人
民
の
利
益
が
完
全
に
一
致
す
る
﹂
と
い
う

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
も
と
で
は
、
国
家
は
人
民
の
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
国
家
賠
償
制
度
の
必
要
性
も
当
然
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。﹁
文
化
大
革
命
﹂
運
動
、
そ
し
て
、
人
民
公
社
、
単
位
と
い
っ
た
公
有
財
産
制
度
の
も
と
で
、
国
家
と
人
民
の
利
益
が
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一
致
す
る
と
い
う
理
論
は
、
中
国
に
お
け
る
国
家
無
答
責
の
根
拠
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
七
五
年
と
一
九
七
八
年
の
両
憲
法

で
は
、
一
九
五
四
年
憲
法
九
七
条
の
文
言
は
削
除(40)

さ
れ
、
法
的
救
済
に
つ
い
て
は
、
完
全
に
国
家
無
責
任
が
支
配
的
地
位
に
あ
っ
た
。

第
三
款
　
法
的
救
済
制
度
の
発
展
（
一
九
八
二
年
～
）

一　

先
進
的
資
本
主
義
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
責
任
法
理
の
発
達

近
代
国
家
の
成
立
当
初
は
、
国
家
の
違
法
な
侵
害
作
用
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
不
法
行
為
責
任
は
充
分
確
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
国
家
の
不
法
行
為
賠
償
責
任
の
法
理
の
生
成
の
妨
げ
に
な
っ
た
も
の
は
、
主
権
免
責
の
法
理
で
あ
っ
た
。
主
権
免
責
の
法

理
の
も
と
で
は
、
国
家
の
違
法
な
侵
害
か
ら
国
民
を
救
済
し
う
る
の
は
、
国
家
の
作
用
か
ら
主
権
の
発
動
と
い
う
性
格
を
削
除
し
う

る
範
囲
内
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
国
家
作
用
を
、
主
権
の
発
動
と
し
て
の
権
力
的
作
用
と
経
済
的
経
営
の
よ
う
に
私

人
と
同
等
の
地
位
に
お
い
て
非
権
力
的
作
用
と
に
区
別
す
る
こ
と
や
、
あ
る
い
は
違
法
な
国
家
作
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
家
と
し

て
の
性
格
を
否
定
し
、
職
員
の
個
人
的
責
任
を
不
法
行
為
責
任
と
し
て
成
立
せ
し
め
、
ま
た
そ
の
違
法
な
執
行
に
よ
り
生
じ
た
損
害

に
つ
い
て
は
、
全
く
一
般
の
国
民
と
同
様
の
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
せ
し
め
る
こ
と
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る(41)

。

し
か
し
、
国
家
活
動
が
拡
大
し
、
国
家
が
国
民
の
生
活
や
経
済
活
動
に
積
極
的
に
介
入
す
る
に
つ
れ
て
、
国
家
の
活
動
領
域
に
お

い
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
責
任
を
職
員
の
み
に
負
わ
せ
、
又
は
国
家
が
そ
の
責
任
を
負
う
範
囲
と
し
て
、
そ
れ
を
単
に
、
国
家
に
よ

る
経
済
的
経
営
の
よ
う
な
非
権
力
的
作
用
の
場
合
の
み
に
と
ど
め
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
主
権
免
責
の
法
理
に
基
づ
い
た
公
権
力
＝

国
家
無
責
任
を
維
持
す
る
こ
と
は
徐
々
に
困
難
と
な
っ
た
。
即
ち
、
国
家
が
国
民
の
生
活
や
経
済
活
動
に
積
極
的
に
介
入
し
、
そ
れ

に
よ
り
生
じ
た
損
害
賠
償
の
責
任
は
、当
然
国
家
が
そ
れ
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
強
く
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
先
進
資
本
主
義
各
国
に
お
け
る
行
政
国
家
・
介
入
国
家
の
発
展
に
応
じ
て
、
国
家
賠
償
責
任
制
度
も
生
成
・
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発
展
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
で
は
二
〇
世
紀
の
前
半
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
戦
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
法
又
は
判
例

に
お
い
て
国
家
の
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(42)

。

日
本
で
は
、
西
側
諸
国
に
倣
っ
て
、
一
九
世
紀
の
終
わ
り
、
天
皇
の
君
主
主
権
を
柱
と
す
る
立
憲
制
度
が
一
応
外
見
上
作
ら
れ
た
。

明
治
憲
法
は
、
建
前
上
、
国
民
の
権
利
と
自
由
と
を
保
障
す
る
と
い
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
天
皇
の
名
に
お
い
て
行
わ
れ
る
立
法
・

司
法
・
行
政
な
ど
の
国
家
活
動
が
絶
対
視
さ
れ
、
そ
の
活
動
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
や
自
由
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
権

力
的
行
為
と
非
権
力
的
行
為
に
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
き
わ
め
て
限
定
的
に
非
権
力
的
行
為
の
一
部
し
か
国
家
責
任
が
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
即
ち
、
行
政
権
の
行
使
に
対
す
る
賠
償
を
請
求
す
る
訴
え
が
、﹁
行
政
裁
判
所
ハ
損
害
賠
償
ノ
訴
訟
ヲ
受
理
せ
ず
﹂
と

い
う
旧
行
政
裁
判
所
法
一
六
条
の
明
文
の
規
定
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
た
た
め
、
国
民
が
公
務
員
の
不
法
行
為
に
よ
っ
て
侵
害
を
受
け

た
場
合
に
は
、
国
又
は
公
共
団
体
に
対
し
て
、
民
事
上
の
規
定
︵
七
一
七
条
の
土
地
工
作
物
の
占
有
者
・
所
有
者
の
責
任
、
七
一
五
条

使
用
者
責
任
、
四
四
条
の
法
人
の
不
法
行
為
能
力
︶
に
よ
り
、
司
法
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
司
法
裁
判
所
は
警

察
権
・
司
法
権
・
軍
政
権
・
財
産
権
な
ど
の
公
権
力
の
主
体
と
し
て
命
令
し
強
制
す
る
直
接
公
権
力
の
行
使
に
関
わ
る
訴
え
は
も
ち
ろ

ん
、
財
産
権
、
各
種
の
事
業
又
は
営
造
物
の
経
営
管
理
と
い
っ
た
公
行
政
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
当
初
は
民
法
の
規
定

が
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
、
そ
の
管
轄
を
否
定(43)

し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
非
権
力
的
行
為
の
非
営
利
事
業
に
つ
い
て
は
、
徳
島

市
立
小
学
校
遊
動
円
棒
事
件
︵
大
正
五
年
六
月
一
日
民
録
二
二
輯
一
〇
八
八
頁
︶(44)

を
き
っ
か
け
に
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
戦
前
の

展
開
は
そ
こ
ま
で
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
法
治
主
義
と
人
権
尊
重
の
理
念
の
下
で
、
日
本
国
憲
法
一
七
条
に
お
い
て
、
国
又
は
公
共
団
体

の
不
法
行
為
責
任
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、﹁
何
人
も
、
公
務
員
の
不
法
行
為
に
よ
り
、
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
法
律
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
又
は
公
共
団
体
に
そ
の
損
害
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
定
め
た
。
こ
れ
は
従
来
の
原
則
を
一
八
〇
度
転

換
さ
せ
、
権
力
的
作
用
及
び
非
権
力
的
作
用
両
方
と
も
、
国
家
賠
償
責
任
の
範
疇
に
含
ま
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る(45)

。
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上
で
述
べ
た
と
お
り
、
従
来
、
先
進
的
資
本
主
義
国
の
歴
史
を
み
る
と
、
国
家
責
任
は
民
法
の
不
法
行
為
法
の
中
で
、
発
達
し
て

き
た
。
そ
れ
は
、
民
法
が
市
民
社
会
の
基
本
的
行
為
規
範
と
し
て
の
発
達
し
て
き
た
こ
と
も
一
因
で
あ
る
が
、
主
に
は
、
主
権
免
責

の
法
理
が
支
配
し
た
こ
と
に
よ
り
国
家
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
が
、
歴
史
的
に
純
然
た
る
私
経
済
関
係
の
主
体
、
即
ち
、
民

法
の
主
体
で
あ
る
国
又
は
公
共
団
体
の
作
用
よ
り
生
じ
た
損
害
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、こ
の
民
法
の
枠
内
で
生
成
・

発
展
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
も
た
ず
、
政
府
と
共
産
党
に
よ
る
政
策
的
救
済
と
し
て
生
成
・
発
展
し
た
も
の
が
、

中
国
の
国
家
賠
償
制
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
、
民
法
そ
の
も
の
が
中
国
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ

と
も
、
民
法
の
枠
内
で
の
国
家
賠
償
制
度
の
生
成
・
発
展
が
可
能
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二　

中
国
国
内
に
お
け
る
出
版
物
の
紹
介

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
外
国
行
政
法
書
籍
の
翻
訳
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
大
陸
法
系
列
の
行
政
法
を
紹
介
す
る
出
版
物
が
続
々
登

場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
、
龔
祥
瑞
の
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
を
紹
介
し
た
﹃
比
較
憲
法
與
行
政
法
﹄

を
は
じ
め
と
し
て
、
徐
炳
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
行
政
法
学
者
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
の
﹃
行
政
法
﹄
も
翻
訳
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

一
九
八
八
年
王
名
揚
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
﹃
法
国
︵
フ
ラ
ン
ス
︶
行
政
法
﹄
は
、
中
国
行
政
法
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
王
名

揚
の
﹃
法
国
行
政
法
﹄、﹃
美
国
︵
ア
メ
リ
カ
︶
行
政
法
﹄、﹃
英
国
︵
イ
ギ
リ
ス
︶
行
政
法
﹄
は
﹁
王
名
揚
三
部
曲
﹂
と
云
わ
れ
、
そ

の
後
、
中
国
行
政
法
学
者
が
外
国
の
行
政
法
を
研
究
す
る
上
で
、
重
要
な
参
考
本
の
役
割
を
果
た
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
経
験
を

も
つ
王
名
揚
の
こ
の
著
書
は
、
そ
の
後
、
施
行
さ
れ
た
行
政
訴
訟
法
、
国
家
賠
償
法
に
お
い
て
、
行
政
機
関
に
法
人
格
を
認
め
る
﹁
行

政
主
体
論
﹂
が
導
入
さ
れ
る
契
機
を
賦
与
し
た(46)

。
日
本
の
著
書
に
関
し
て
は
、
南
博
方
の
﹃
日
本
行
政
法
﹄、
和
田
英
夫
の
﹃
現
代

行
政
法
﹄、
室
井
力
の
﹃
日
本
現
代
行
政
法
﹄
な
ど
が
、
ま
ず
、
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た(47)

。

一
九
九
〇
年
代
前
半
、
国
家
賠
償
責
任
に
関
す
る
著
書
と
し
て
は
、
羅
豪
才
・
応
松
年
ほ
か
﹃
国
家
賠
償
法
研
究
﹄︵
中
国
法
政
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大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
︶、
林
淮
・
馬
原
ほ
か
﹃
中
国
現
実
国
家
賠
償
制
度
﹄、﹃
国
家
賠
償
問
題
研
究
﹄︵
人
民
法
院
出
版
社
、

一
九
九
二
年
︶、
周
漢
華
・
何
峻
共
著
﹃
外
国
国
家
賠
償
法
制
度
比
較
﹄︵
警
察
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年
︶
な
ど(48)

が
代
表
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
上
記
の
書
籍
の
多
く
は
、
国
家
賠
償
責
任
制
度
を
中
国
に
導
入
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
憲
法
・
行
政
法
・
民
法
通

則
・
刑
法
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
分
析
を
加
え
る
と
同
時
に
、
外
国
の
国
家
賠
償
法
制
度
を
詳
細
に
紹
介
し
た
。

三　

立
法
の
動
向

一
九
八
二
年
憲
法
に
よ
る
法
的
救
済
制
度

一
九
八
二
年
中
華
人
民
共
和
国
憲
法(49)

第
四
一
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。﹁
国
家
機
関
及
び
そ
の
職
員(50)

が
公
民
の
権
利
を
侵

害
し
、
そ
れ
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
者
は
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
賠
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
﹂。
当
時
、
こ
の
規
定
を
受
け

て
直
ち
に
国
家
賠
償
法
が
制
定
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
財
政
上
の
理
由
は
別
と
し
て
、
法
的
理
由
に
限
っ
て
い
え
ば
、
民
事
及
び
行

政
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
憲
法
に
定
め
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
長
年
支
配
し
て
い
た
国
家
無
責
任
の
法
理

の
影
響
を
す
ぐ
に
は
払
拭
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る(51)

。
ま
た
、
誰
を
相
手
と
し
て
賠
償
を
請
求
す
る
の
か
、
誰
が
賠
償
責

任
を
負
う
の
か
も
、
こ
の
憲
法
は
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
憲
法
は
国
家
の
基
本
法
で
あ
る
た
め
、
憲

法
の
﹁
法
律
の
規
定
に
よ
る
﹂
と
い
う
文
言
は
、
国
家
賠
償
法
の
制
定
を
予
定
し
て
い
た(52)

。

一
九
八
六
年
民
法
通
則
に
よ
る
法
的
救
済
制
度

一
九
八
六
年
﹁
民
法
通
則
﹂(53)

第
一
二
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。﹁
国
家
機
関
又
は
国
家
機
関
職
員
が
職
務
執
行
中
に
、

公
民
及
び
法
人
の
合
法
権
益
に
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
と
き
は
、
民
事
責
任
の
責
め
に
任
ず
る
﹂。
初
め
て
民
事
責
任
の
形
で
権
利
侵

害
主
体
、
権
利
侵
害
の
要
件
、
被
害
者
の
範
囲
を
明
確
に
し
た
。
し
か
し
、﹁
民
法
通
則
﹂
に
お
い
て
も
、
賠
償
責
任
は
い
っ
た
い

国
家
機
関
が
負
う
の
か
あ
る
い
は
国
家
機
関
の
職
員
個
人
が
負
う
の
か
は
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
民
法
に
お
い
て
国
家
責
任
の
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規
定
を
お
い
た
の
は
、
け
っ
し
て
国
家
責
任
が
完
全
に
民
事
上
の
不
法
行
為
責
任
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
市
場

経
済
導
入
後
、
従
来
の
政
策
的
救
済
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
民
事
及
び
行
政
に
関
す
る
法
令
が
ま
だ
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状

況
の
中
で
、
当
時
、
多
く
の
公
法
の
諸
制
度
を
そ
の
構
成
要
素
と
す
る
民
法
通
則
の
中
で
、
国
家
責
任
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る(54)

。

そ
こ
で
、
こ
の
民
法
通
則
が
施
行
さ
れ
た
後
の
代
表
的
事
例
を
紹
介
す
る
。

︻
事
例
︼
国
家
賠
償
法
制
定
以
前
に
、
初
め
て
民
法
通
則
に
よ
り
国
家
賠
償
を
請
求
し
た
事
件(55)

︿
事
実
の
概
要
﹀

河
南
省
泌
陽
県
象
河
郷
煉
瓦
工
場
は
、
郷
が
設
置
し
た
集
団
所
有
の
企
業
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
、
付
新
村
︵
以
下
A
と
称
す
る
︶

は
郷
人
民
政
府
と
上
記
の
煉
瓦
工
場
の
運
営
に
関
す
る
請
負
契
約
を
結
ん
だ
。
A
は
さ
ら
に
、
尚
店
郷
の
農
民
で
あ
る
支
国
祥
︵
以

下
X
と
称
す
る
︶
と
下
請
負
契
約
を
結
ん
だ
。
一
九
八
四
年
一
一
月
象
河
郷
税
務
署
︵
以
下
Y
と
称
す
る
︶
は
、
X
に
煉
瓦
の
製
品

税
を
納
め
る
よ
う
を
通
知
し
た
。
X
は
、
税
務
署
に
対
し
て
、
下
請
契
約
に
よ
る
と
、
A
が
税
金
を
納
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と

主
張
し
た
。
し
か
し
、
Y
は
当
該
主
張
を
無
視
し
、
X
に
対
し
て
税
金
を
収
め
る
よ
う
命
じ
た
。
ま
た
、
税
務
職
員
を
派
遣
し
、
X

が
生
産
し
た
煉
瓦
六
万
個
を
差
し
押
え
、
税
金
の
質
権
と
し
て
行
使
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
煉
瓦
工
場
の
職
員
に
阻
止
さ
れ
た
。

Y
は
そ
の
場
に
お
い
て
、
X
が
生
産
し
た
煉
瓦
製
品
を
差
し
押
さ
え
、
煉
瓦
を
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
伝
え
た
。
一
九
八
六

年
八
月
七
日
、
Y
は
X
に
対
し
て
、
以
下
の
処
分
︵
書
面
︶
を
下
し
た
。︵
1
︶　

煉
瓦
の
生
産
者
で
あ
る
X
は
納
税
の
義
務
を
負
っ

て
お
り
、
法
律
に
定
め
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
製
品
税
三
四
〇
〇
元
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。︵
2
︶　

規
定
に
従
い
、
X
は
税
務

登
録
を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
も
、
過
料
と
し
て
五
〇
〇
元
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
X
は
、
上
級
税
務
機
関
で
あ
る
駐
馬
店
地
区
税
務
署
に
不
服
申
立
て
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
駐
馬
店
地
区
税
務

署
も
、
X
が
納
税
義
務
人
で
あ
る
と
い
う
Y
の
主
張
を
支
持
し
た
。
X
は
、
一
審
で
あ
る
泌
陽
県
人
民
法
院
に
訴
え
た
と
こ
ろ
一
審
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は
以
下
の
よ
う
な
判
定
を
下
し
た
。
X
は
煉
瓦
工
場
を
請
負
っ
て
お
り
、
労
働
者
を
雇
用
し
、
生
産
を
組
織
し
た
と
こ
ろ
の
生
産
者

で
あ
る
。﹁
産
品
税
条
例
︵
草
案
︶﹂
一
条
及
び
二
条
規
定
に
よ
れ
ば
、
X
は
納
税
義
務
人
で
あ
り
、
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
審
判
決
は
、
駐
馬
店
地
区
税
務
署
に
よ
る
X
の
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
支
持
し
、
X
の
申
立
て
を
棄
却
し
た
。
X
は

こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
。
二
審
で
あ
る
駐
馬
店
地
区
中
級
人
民
法
院
は
、
以
下
の
判
決
を
下
し
た
。

︿
判
旨
﹀

河
郷
煉
瓦
工
場
は
請
負
を
実
施
し
た
後
、
A
が
製
品
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
A
は
そ
の
後
、
煉
瓦
の
生
産
に
お
い
て

X
に
下
請
け
を
さ
せ
た
が
、
契
約
︵
口
頭
︶
の
中
で
は
A
が
税
金
を
納
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
X
が
下
請
負
を
し
た
後
も
、
請

負
人
A
は
煉
瓦
の
販
売
及
び
財
務
収
支
等
に
お
い
て
生
産
経
営
管
理
権
を
持
っ
て
い
る
為
、
一
九
八
四
年
度
の
煉
瓦
工
場
の
製
品
税

は
A
が
納
め
る
べ
き
で
あ
る
。
原
審
は
、
X
を
納
税
義
務
人
と
し
て
判
断
し
た
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。
税
務
機
関
が
納
税
義

務
人
の
認
定
に
お
い
て
過
失
が
あ
っ
た
為
、
生
産
停
止
及
び
販
売
禁
止
の
措
置
を
取
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
X
に
一
定
の
経
済

的
損
失
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一　

民
法
通
則
一
二
一
条(56)

及
び
民
事
訴
訟
法
︵
試
行
︶
一
五
一
条
第
一
款
第
二

項(57)

の
規
定
に
よ
り
、
原
審
の
判
決
を
取
消
す
と
と
も
に
、
二　

Y
の
X
に
対
す
る
処
分
決
定
を
取
消
し
、
経
済
的
損
失
と
し
て

一
〇
〇
〇
元
を
賠
償
す
る
こ
と
を
命
命
じ
た
。

︻
評
価
︼

本
件
は
国
家
賠
償
法
制
定
前
の
一
九
八
六
年
に
お
い
て
国
家
機
関
又
は
職
員
の
不
法
行
為
責
任
を
当
時
施
行
さ
れ
た
民
法
通
則
に

よ
り
認
め
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
当
時
、
中
国
に
お
い
て
は
、
改
革
・
開
放
路
線
に
伴
い
、
農
村
で
は
人
民
公
社
制

度
は
破
綻
し
、そ
れ
に
替
わ
っ
て
﹁
請
負
責
任
制
﹂
が
実
行
さ
れ
、﹁
郷
鎮
企
業
﹂
と
称
さ
れ
る
農
村
企
業
が
発
展
を
遂
げ
た
。
ま
た
、

八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
国
家
は
市
場
経
済
を
導
入
し
、
市
場
が
企
業
を
誘
導
す
る
中
国
の
特
色
あ
る
市
場
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
確
立
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さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
個
人
企
業
又
は
個
人
経
営
を
含
む
多
様
な
所
有
形
態
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(58)

。
本
件
で
は
、
こ
の

よ
う
な
背
景
に
よ
り
、
従
来
の
人
民
公
社
制
度
に
お
け
る
国
家
責
任
制
度
は
機
能
せ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
登
場
し
た
民
法
通
則

一
二
一
条
の
法
的
救
済
が
新
た
な
解
決
策
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
九
八
九
年
行
政
訴
訟
法
に
よ
る
法
的
救
済
制
度

一
九
八
六
年
に
開
か
れ
た
﹁
民
法
通
則
発
布
座
談
会
﹂
に
は
、
全
人
代
常
務
委
員
会
、
司
法
部
、
最
高
人
民
法
院
、
共
産
党
中
央

宣
伝
部
等
機
関
が
参
加
し
た
。
当
時
の
全
人
代
法
律
委
員
会
顧
問
で
あ
っ
た
陶
希
晋(59)

は
﹁
国
民
党
の
六
法
を
廃
止
し
た
後
、
我
々
に

は
、﹃
新
六
法
﹄
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
、
民
法
、
民
事
訴
訟
法
、
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
は
揃
っ
て
い
る
の
に
、
行
政
法

と
行
政
訴
訟
法
が
足
り
な
い
。﹂
と
述
べ
、
行
政
法
立
法
整
備
を
指
示
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
四
日
﹁
行
政

法
立
法
グ
ル
ー
プ
︵
行
政
法
立
法
小
組
︶﹂(60)

が
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
以
後
、﹁
行
政
訴
訟
法
﹂(61)
、﹁
国
家
賠
償
法
﹂、

﹁
行
政
処
罰
法
﹂、﹁
行
政
許
可
法
﹂、﹁
行
政
強
制
法
﹂
等
の
法
整
備
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
八
九
年

一
月
ま
で
、
日
本
・
ソ
連
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
等
の
二
六
の
法
律
又
は
文
献
を
翻
訳
し
、
法
整
備
の
参
考
に
し
て
い
た(62)

。

一
九
八
七
年
一
〇
月
二
五
日
、
共
産
党
一
三
回
全
国
代
表
大
会
が
開
か
れ
、
会
議
で
趙
紫
陽
は
﹁
中
国
の
特
色
が
あ
る
社
会
主
義

の
道
に
沿
っ
て
前
進
す
る
﹂
と
い
う
報
告
を
行
い
、
社
会
主
義
初
級
段
階
で
の
基
本
任
務
は
、﹁
一
つ
の
中
心
、
二
つ
の
基
本
点
︵
一

個
中
心
、
両
個
基
本
点(63)

︶﹂
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
特
に
、
こ
の
報
告
で
は
、
共
産
党
と
政
府
の
分
離
、
地
方
分
権
の
必
要
性
と

政
府
機
関
及
び
幹
部
の
人
事
制
度
改
革
等
に
言
及
し
た(64)

。
報
告
で
は
、﹁
有
法
可
依
、有
法
必
依
、執
法
必
厳
、違
法
必
究
﹂
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
打
出
し
、
行
政
法
の
必
要
性
に
述
し
て
い
る
。
こ
の
会
議
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
行
政
法
の
整
備
が
本
格
的
に
始
ま
る
こ
と

に
な
っ
た(65)

。
特
に
報
告
で
は
、
行
政
訴
訟
法
の
立
法
を
促
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
行
政
機
関
及
び
職
員
に
対
す
る
監
督
機
能
を
果
た
す

と
い
う
課
題
を
明
記
し
た
。
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一
九
八
九
年
﹁
行
政
訴
訟
法
﹂　

一
九
八
九
年
行
政
訴
訟
法
第
九
章
の
侵
権
賠
償
責
任
の
中
に
盛
込
ま
れ
た
第
六
七
条
は
、﹁
公
民
、
法
人
又
は
そ
の
他
の
組
織
の

合
法
権
益
が
行
政
機
関
又
は
行
政
機
関
職
員
の
具
体
的
行
政
行
為(66)

に
よ
り
損
害
を
受
け
た
と
き
は
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す

る
。﹂
と
定
め
た
。
こ
こ
で
、
公
民
、
法
人
又
は
そ
の
他
の
組
織
が
単
独
で
被
っ
た
損
害
に
対
し
て
請
求
す
る
と
き
は
、
ま
ず
、
行

政
機
関
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
た
。
行
政
機
関
の
処
理
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
人
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
た
。
ま
た
、
第
六
八
条
で
は
﹁
行
政
機
関
又
は
行
政
機
関
の
職
員
が
具
体
的
行
政
行
為
に
よ
り
公
民
、
法

人
又
は
そ
の
他
の
組
織
の
権
益
に
損
害
を
加
え
た
と
き
は
当
該
行
政
機
関
又
は
当
該
行
政
機
関
の
職
員
が
所
属
す
る
行
政
機
関
が
賠

償
す
る
責
に
任
ず
る
。
行
政
機
関
は
損
失
に
対
す
る
賠
償
を
行
っ
た
後
、
故
意
又
は
重
過
失(67)

が
あ
る
行
政
機
関
の
職
員
に
対
し
て
一

部
又
は
全
部
の
賠
償
費
用
を
請
求
で
き
る
。﹂
と
し
、
第
六
九
条
で
は
﹁
賠
償
費
用
は
各
級
財
政
か
ら
支
払
わ
れ
る
。
各
級
の
人
民

政
府
は
責
任
あ
る
行
政
機
関
に
対
し
て
一
部
又
は
全
部
の
賠
償
費
用
を
請
求
で
き
る
。
具
体
的
方
法
は
国
務
院
の
規
則
に
よ
る
。﹂

と
定
め
、
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
即
ち
、
初
め
て
法
律
に
よ
っ
て
、
不
法
行
為
の
主
体
︵
行
政
機
関
︶、

不
法
行
為
︵
具
体
的
行
政
行
為
︶
と
被
害
者
の
範
囲
︵
公
民
、法
人
又
は
そ
の
他
の
組
織
︶、求
償
方
法
及
び
手
続
、求
償
義
務
機
関
、

求
償
権
、
賠
償
費
用
等
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

行
政
訴
訟
法
の
上
記
の
三
か
条
に
規
定
さ
れ
た
も
の
は
、
行
政
上
の
不
法
行
為
に
関
す
る
行
政
賠
償
で
あ
り
、
刑
事
賠
償
︵
刑
事

補
償
︶(68)

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
違
法
な
行
政
作
用
に
対
し
て
は
、
国
家
責
任
︵
行
政
機
関
の
責
任
︶
を

広
く
認
め
る(69)

主
張
が
台
頭
し
て
お
り
、こ
れ
を
盛
込
ん
だ
行
政
訴
訟
法
の
制
定
は
、こ
う
し
た
新
し
い
主
張
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。し

た
が
っ
て
、
国
家
賠
償
法
制
定
を
め
ざ
す
動
き
は
、
こ
の
一
九
八
九
年
行
政
訴
訟
法
が
公
布
さ
れ
た
と
き
に
始
ま
っ
た
。
行
政
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訴
訟
法
の
制
定
当
時
、
行
政
訴
訟
に
お
い
て
原
告
が
勝
訴
し
た
場
合
、
当
然
賠
償
の
問
題
も
生
じ
る
と
考
え
、
立
法
者
は
急
遽
、
同

法
の
中
に
行
政
上
の
損
害
賠
償
責
任
に
関
す
る
前
述
の
一
章
三
箇
条
︵
行
政
法
六
七
条
～
六
九
条(70)

︶
の
規
定
を
設
け
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
行
政
法
立
法
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
行
政
訴
訟
法
の
立
法
に
関
す
る
研
究
作
業
終
了
後
に
、
今
度
は
、
い
よ
い
よ
国
家
賠

償
法
制
定
を
め
ざ
す
こ
と
と
な
り
、
北
京
で
国
家
賠
償
法
立
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
は
、
国
家
賠
償
法
の
構
造
、

賠
償
範
囲
、
賠
償
責
任
の
要
件
、
賠
償
の
方
法
及
び
手
続
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
公
布
さ
れ
た
国
家
賠
償
法

の
基
本
構
造
及
び
原
則
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
べ
て
議
論
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
、
国
家
賠
償
法

制
定
の
お
い
て
も
、
行
政
法
立
法
研
究
グ
ル
ー
プ
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た(71)

。

小
括﹁

旧
六
法
﹂
廃
止
後
の
新
し
い
中
国
に
お
い
て
は
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
が
建
国
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
ま
で
支
配
的
な
影
響
力

を
有
し
て
い
た(72)

。
当
時
継
受
し
た
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
に
は
、
三
つ
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
行
政
法
は
国
家
管
理
法
と
位
置
づ

け
ら
れ
た
が
、
膨
大
な
国
家
管
理
に
関
す
る
法
律
を
貫
く
統
一
的
な
理
論
が
欠
如
し
て
い
た
。
第
二
に
、
憲
法
と
行
政
立
法
に
よ
る

管
理
命
令
機
能
が
重
視
さ
れ
、
地
方
と
個
人
は
そ
れ
に
無
条
件
に
服
従
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
第
三
に
、
個
人
の
権
利
及
び
法
律
上

の
利
益
と
法
関
係
は
無
視
さ
れ(73)

、
行
政
訴
訟
及
び
国
家
賠
償
に
よ
る
救
済
の
必
要
性
を
議
論
す
る
前
提
を
欠
い
て
い
た
。
上
記
の
ソ

ビ
エ
ト
行
政
法
の
三
つ
の
特
徴
は
中
国
行
政
法
の
生
成
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
特
に
、﹁
個
人
の
権
利
及
び
法
律
上
の
利
益
と

法
関
係
の
無
視
﹂
は
、
中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
責
任
制
度
の
生
成
を
遅
ら
せ
た
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ソ
ビ
エ
ト
法

の
考
え
方
は
、
そ
の
後
の
中
国
の
国
家
賠
償
法
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
責
任
制
度
の
生
成
は
、
資
本
主
義
国
の
そ
れ
よ
り
ず
い
ぶ
ん
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
中
国

に
お
け
る
国
家
賠
償
責
任
に
関
す
る
歴
史
の
検
討
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
策
的
救
済
が
支
配
的
で
あ
り
、
法
的
救
済
へ
の
転
換
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を
図
る
過
程
は
、
よ
う
や
く
改
革
・
開
放
後
に
始
ま
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
従
来
の
政
策
的
救
済
は
、

社
会
主
義
制
度
の
下
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
の
、
そ
れ
自
体
が
多
く
の
欠
陥
も
あ
る
こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
長
年
に
わ
た
り
政
策
が
法
に
優
位
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
支
配
的
で
あ
っ
た
た
め
、
法
的
救
済
は
無
視
さ
れ
続
け
、

そ
の
生
成
は
遅
れ
、
困
難
な
道
を
辿
る
結
果
に
な
っ
た
。

勿
論
、
上
述
の
と
こ
ろ
の
、﹁
土
地
改
革
﹂、﹁
三
反
﹂・﹁
五
反
﹂
運
動
、
単
位
と
﹁
人
民
公
社
制
度
﹂
と
文
化
大
革
命
の
被
害
者

に
対
す
る
政
策
的
救
済
策
に
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、
被
害
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
、
法
的
救
済
を

求
め
る
解
決
方
法
よ
り
、
政
策
的
救
済
に
よ
る
解
決
方
法
が
よ
り
迅
速
に
解
決
で
き
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
る
人
民
も
少

な
く
な
い
︵﹁
信
訪
﹂(74)

制
度
と
紀
律
検
査
制
度(75)

が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
︶。

し
か
し
、
政
策
的
救
済
は
多
く
の
欠
陥
も
存
在
し
て
い
る
。
改
革
・
開
放
前
の
中
国
に
お
い
て
は
、
国
家
機
関
及
び
そ
の
職
員
が

職
務
を
行
う
に
際
し
、
公
民
の
権
利
を
侵
害
し
、
損
害
を
与
え
た
こ
と
に
対
す
る
政
策
的
救
済
に
つ
い
て
は
、
毛
沢
東
の
﹁
矛
盾
論
﹂

に
基
づ
く
と
社
会
主
義
初
級
段
階
に
お
け
る
矛
盾
を
問
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、こ
の
段
階
の
矛
盾
に
つ
い
て﹁
人

民
内
部
の
矛
盾
﹂
と
﹁
敵
対
矛
盾
﹂
に
分
け
、﹁
人
民
内
部
の
矛
盾
﹂
を
起
因
と
す
る
単
位
と
人
民
公
社
と
い
う
社
会
主
義
公
有
財

産
制
に
基
づ
く
組
織
に
よ
り
、
一
定
的
の
補
償
が
さ
れ
る
。
そ
し
て
、﹁
敵
対
矛
盾
﹂
と
さ
れ
補
償
さ
れ
な
か
っ
た
者
が
そ
の
後
の

政
策
の
変
更
に
よ
っ
て
﹁
人
民
内
部
の
矛
盾
﹂
に
転
換
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
政
策
的
救
済
が
行
わ
れ
た
。

政
策
的
救
済
は
、
共
産
党
又
は
政
府
の
新
た
な
政
策
の
登
場
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
り
、
行
政
内
部
に
お
い
て
任
意
に
処
理
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
確
か
に
、
政
策
的
救
済
に
よ
り
一
定
の
レ
ベ
ル
、
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
救
済
さ
れ
た
者
は
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
救
済
は
、
か
つ
て
の
政
策
に
よ
る
権
利
侵
害
に
つ
い
て
、
ま
た
、
新
た
な
政
策
に
よ
り
救
済
す
る
と
い
う
点
で
、﹁
自
作
自
演
﹂

の
救
済
で
あ
る
た
め
、
救
済
の
対
象
、
救
済
の
時
期
、
救
済
の
手
続
は
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
旧
い
封
建
社
会
の
﹁
徳
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治
主
義
﹂
の
制
度
が
新
し
い
社
会
主
義
の
政
策
と
接
合
し
、
後
者
を
補
完
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
主
義
の
間
違
っ
た
政
策
に

よ
っ
て
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
社
会
主
義
の
新
た
な
政
策
へ
の
変
更
に
基
づ
き
旧
時
代
の
制
度
を
用
い
て
補
償
を
行
な

う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
政
策
的
救
済
は
法
的
救
済
と
は
違
い
、
金
銭
補
償
を
中
心
と
す
る
被
害
者
の
権
利
救
済
を
目
指
す
も
の

で
は
な
く
、
就
職
あ
っ
せ
ん
等
の
現
物
補
償
中
心
の
救
済
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
政
策
的
救
済
は
、
権
利
を
侵
害
し
た
不
法
行
為
で

あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
点
で
、
い
わ
ゆ
る
結
果
責
任
に
対
す
る
補
償
に
似
た
も
の
で
あ
っ
た
。

国
民
党
が
中
国
を
支
配
し
て
い
た
時
代
、清
国
末
期
の
立
法
運
動
の
﹁
遺
産
﹂
を
多
く
受
け
継
い
た
。
清
国
末
期
か
ら
の
ド
イ
ツ
、

日
本
な
ど
の
諸
外
国
の
民
法
を
倣
っ
て
、
一
九
二
九
年
民
法
が
制
定
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
民
法
八
三
九
条
を
範
と
し
て
設
け
ら
れ
た
民

法
の
一
八
六
条
に
は
、
公
務
員
の
個
人
責
任
が
定
め
ら
れ
た
。
同
条
一
項
は
、﹁
公
務
員
が
、
故
意
に
第
三
者
に
対
し
て
執
行
す
べ

き
職
務
に
違
背
し
て
第
三
者
の
権
利
に
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、
賠
償
責
任
を
負
う
。
過
失
に
よ
る
と
き
は
、
被
害
者
が
他
の
方
法

に
よ
っ
て
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
に
限
っ
て
、そ
の
賠
償
責
任
を
負
う
。﹂
と
定
め
た
。
そ
し
て
、同
条
二
項
に
お
い
て
、

﹁
前
項
の
場
合
、
被
害
者
が
法
律
上
の
救
済
方
法
に
よ
り
そ
の
損
害
を
除
去
で
き
た
の
に
、
故
意
又
は
過
失
に
よ
り
そ
れ
を
し
な
か
っ

た
時
に
は
、
公
務
員
は
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
。﹂
と
規
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
民
法
一
八
六
条
の
公
務
員
の
個
人
責
任

に
つ
い
て
、
国
が
職
員
に
代
わ
っ
て
引
き
受
け
る
か
否
か
は
、
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
学
者
の
中
に
は
、
民
法
二
八
条
及

び
一
八
八
条
が
定
め
る
法
人
責
任
及
び
使
用
者
責
任
に
よ
り
、
国
は
公
務
員
個
人
に
代
位
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
者
も
い

た(76)

。
ま
た
、
英
米
の
公
法
と
公
務
員
制
度
に
関
す
る
研
究
を
通
じ
て
、
民
法
か
ら
国
家
代
位
責
任
を
導
く
考
え
方
も
紹
介
さ
れ
た
が
、

帝
国
主
義
列
強
の
介
入
及
び
日
本
と
の
戦
争
等
の
当
時
の
中
華
民
国
を
取
り
巻
く
諸
事
情
は
、
国
家
賠
償
責
任
の
制
度
化
を
阻
ん
だ

の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
九
年
の
解
放
後
の
中
国
に
お
い
て
は
、
法
的
救
済
が
不
十
分
か
つ
挫
折
し
た
と
は
い
え
、
中
華
民
国
時
代
の
国
家
賠
償
責
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任
制
度
の
確
立
を
目
指
す
改
革
は
全
く
継
承
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、﹁
旧
六
法
﹂
廃
止
と
い
う
政
策
に
よ
り
、
中
華
民
国
の
民
法
を
含

む
諸
法
や
裁
判
制
度
は
容
赦
な
く
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
解
放
後
の
社
会
主
義
へ
の
過
度
期
の
憲
法
で
あ
る

一
九
五
四
年
憲
法
は
、
そ
の
九
七
条
に
お
い
て
、﹁
国
家
機
関
の
職
員
に
よ
っ
て
、
公
民
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
損
害

を
受
け
た
者
は
、
賠
償
を
得
る
権
利
を
有
す
る
﹂
と
規
定
し
、
人
民
の
国
家
賠
償
請
求
権
を
認
め
て
い
る
。
実
際
は
、
一
九
五
四
年

憲
法
九
七
条
は
、
そ
の
後
の
激
し
い
階
級
闘
争
に
よ
る
混
乱
の
中
で
、
法
律
レ
ベ
ル
に
お
い
て
実
定
化
す
る
こ
と
な
く
、
憲
法
上
の

可
能
性
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
ソ
ビ
エ
ト
法(77)

の
影
響
を
強
く
受
け
、
行
政
法
を
国
家
管
理
の
法
と

し
て
の
み
扱
っ
た
た
め
、
法
的
救
済
と
し
て
国
家
責
任
の
法
理
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
皆
無
の
状
況
に
あ
っ
た
。
改
革
・

開
放
ま
で
の
共
産
党
及
び
政
府
の
政
策
に
よ
り
、
中
国
で
は
集
団
又
は
国
家
の
利
益
が
一
方
的
に
重
視
さ
れ
、
個
人
の
利
益
は
軽
視

さ
れ
た
。

国
家
賠
償
制
度
の
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
の
は
、
改
革
・
開
放
後
の
中
国
に
お
い
て
で
あ
る
。
文
化
大
革
命
の
終
焉
と
市
場
経
済

化
に
よ
っ
て
、﹁
人
民
内
部
の
矛
盾
﹂
と
﹁
敵
対
矛
盾
﹂
の
対
立
は
な
く
な
っ
た
。
一
方
で
は
、
市
場
経
済
化
に
よ
る
個
人
の
自
由

や
財
産
を
一
定
保
障
す
る
と
い
う
政
策
は
、
人
民
の
権
利
意
識
を
高
め
、
国
家
の
不
法
行
為
に
よ
る
権
利
侵
害
に
対
す
る
救
済
と
し

て
国
家
賠
償
法
に
よ
る
法
的
救
済
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
市
場
経
済
化
は
中
国
に
、
社
会
の
中
で
階
層
化
を
も
た

ら
し
多
様
な
利
益
が
複
雑
に
絡
み
合
う
社
会
を
登
場
さ
せ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
行
政
事
務
も
複
雑
化
、
多
様
化
し
た
。
個
人
の
自
由

や
財
産
に
介
入
す
る
行
政
事
務
の
複
雑
化
、多
様
化
は
、不
法
行
為
に
よ
り
、個
人
の
権
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
を
高
め
た
の
で
あ
っ

た
。
従
来
の
﹁
人
民
内
部
の
矛
盾
﹂
の
解
決
策
で
あ
っ
た
人
民
公
社
・
単
位
と
い
う
社
会
主
義
生
産
手
段
の
公
有
制
に
基
づ
く
組
織

に
よ
る
補
償
と
﹁
土
地
改
革
﹂、﹁
三
反
﹂・﹁
五
反
﹂、
文
化
大
革
命
な
ど
の
激
し
い
階
級
闘
争
が
生
ん
だ
﹁
敵
対
矛
盾
﹂
に
対
し
て

扱
わ
れ
た
侵
害
に
つ
い
て
政
策
的
救
済
を
行
う
と
い
う
方
法
で
は
、
も
は
や
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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も
う
一
方
で
は
、
中
国
企
業
の
海
外
進
出
と
外
資
系
企
業
の
中
国
へ
の
投
資
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
行
政
権
の
侵
害
に
対
し
て
救

済
の
面
に
お
い
て
は
、
法
律
上
の
相
互
主
義
の
下
で
の
法
的
救
済
が
求
め
ら
れ
た
。
特
に
、
西
側
諸
国
は
経
済
的
利
益
の
た
め
に
、

進
出
企
業
を
保
護
す
る
目
的
に
中
国
に
対
し
て
、
法
的
救
済
に
お
け
る
相
互
主
義
を
取
る
必
要
性
を
訴
え
続
け
た(78)

。
こ
う
い
っ
た
状

況
の
中
で
、
従
来
の
政
策
的
救
済
の
考
え
方
だ
け
で
﹁
国
家
責
任
﹂
を
果
た
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
八
二
年
の
憲

法
の
改
正
、
一
九
八
七
年
民
法
通
則
の
施
行
を
背
景
に
一
九
八
七
年
の
共
産
党
一
三
回
全
国
代
表
大
会
か
ら
始
め
ら
れ
た
﹁
法
律
に

よ
る
行
政
﹂
と
い
う
個
人
の
自
由
や
財
産
を
一
定
程
度
補
償
す
る
政
策
に
よ
り
、
一
連
の
法
整
備
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
に
よ
り
、
行
政
処
罰
法
、
行
政
不
服
審
査
条
例
、
行
政
訴
訟
法
等
の
法
的
救
済
制
度
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
国
に
お
け
る
国
家
責
任
は
、
政
策
的
救
済
と
法
的
救
済
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
政
策
的
救
済
の
沿

革
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
は
、
政
策
自
体
が
法
源
と
し
て
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
法
は
政
策
の
道
具
と
し
て
用
い

ら
れ
て
き
た
。﹁
共
同
綱
領
﹂
と
一
九
五
四
年
憲
法
及
び
一
九
八
二
年
憲
法
に
お
い
て
も
、
そ
の
前
文
に
お
い
て
﹁
共
産
党
の
指
導

的
地
位
﹂
が
く
り
か
え
し
強
調
さ
れ
た
よ
う
に
、
共
産
党
の
指
導
的
地
位
と
そ
の
確
保
が
現
行
憲
法
︵
一
九
八
二
年
憲
法
︶
の
基
本

原
則
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
共
産
党
の
政
策
が
法
よ
り
も
優
位
す
る
効
力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
不
思
議
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
共
産
党
の
政
策
が
法
律
よ
り
も
優
位
す
る
効
力
が
認
め
ら
れ
る
体
制
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
は
、
国
家
責
任
の
法
理

が
一
九
五
四
年
憲
法
九
七
条
に
は
あ
っ
た
も
の
の
、そ
の
後
長
年
続
く
政
治
動
乱
の
中
で
は
、そ
の
理
論
的
展
開
が
滞
る
こ
と
に
な
っ

た
。
む
し
ろ
、
従
来
の
政
策
が
法
に
優
位
し
、
法
は
政
策
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
当
時
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
で
は
、
政
策
に

よ
る
被
害
を
補
う
政
策
的
救
済
が
そ
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
場
が
広
く
与
え
ら
れ
、
一
定
の
効
果
を
発
揮
し
た
。
し
か
し
、
政
策
的

救
済
は
、
共
産
党
及
び
政
府
が
一
体
と
な
っ
て
お
こ
な
っ
た
誤
っ
た
政
策
に
よ
る
被
害
を
ま
た
新
た
に
政
策
的
救
済
に
よ
り
被
害
者

を
救
済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
国
家
責
任
制
度
が
登
場
す
る
以
前
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
結
果
責
任
に
対
す
る
補
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償
の
役
割
を
果
た
し
た
。

人
民
公
社
と
単
位
制
度
と
い
う
社
会
主
義
的
生
産
手
段
の
公
有
制
の
下
に
お
け
る
組
織
が
、
改
革
・
開
放
後
に
登
場
す
る
新
し
い

国
家
責
任
法
理
論
に
対
し
て
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
従
来
の
社
会
主
義
的
生
産
手
段
の
公
有
制
下
に
お
け
る
国
家
責
任
は
、
人
民
公

社
と
単
位
そ
れ
自
身
が
人
民
の
権
利
を
侵
害
す
る
不
法
行
為
を
行
う
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た(79)

。
改
革
・
開
放
に
よ
る
市

場
経
済
化
は
、機
関
及
び
職
員
個
人
の
不
法
行
為
責
任
を
追
求
す
る
土
台
を
提
供
し
た
と
考
え
ら
れ
る(80)

。
事
例
一
・
二
・
三
︵
第
一
章
︶

で
紹
介
し
た
と
お
り
、
政
策
的
救
済
に
お
い
て
は
、
被
害
者
は
財
産
、
人
格
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
及
び
生
命
ま
で
脅
か
さ
れ
た
冤

罪
事
件
に
対
す
る
救
済
が
多
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
政
策
的
救
済
か
ら
法
的
救
済
の
転
換
点
に
位
置
す
る
今
日
の
中
国
の
国
家
責
任

法
理
に
お
い
て
も
、
中
国
独
特
の
国
家
賠
償
責
任
制
度
︵
例
え
ば
、
日
本
と
比
べ
て
、
国
家
賠
償
法
は
政
策
的
色
彩
が
強
い
こ
と
と
、

機
関
賠
償
の
か
た
ち
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
、
刑
事
補
償
制
度
が
国
家
賠
償
法
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
等(81)

︶
の
名
残
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

解
放
後
の
中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
制
度
は
、
一
九
五
〇
年
代
・
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
個
別
的
な
政
策
的
救
済
策
と

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
文
化
大
革
命
の
激
し
い
階
級
闘
争
に
よ
る
広
範
な
被
害
に
対
す
る
一
般
的
な

政
策
的
救
済
に
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
の
改
革
・
開
放
の
市
場
経
済
の
導
入
に
伴
い
、
憲
法
改
正
を
は
じ

め
と
し
て
、
民
法
通
則
、
行
政
訴
訟
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
例
外
が
あ
る
と
い
え
、
機
関
及
び
職
員
個
人
の
不
法
行
為
責

任
を
法
的
に
問
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
不
法
行
為
責
任
は
、
共
産
党
及
び
政
府
の
責
任
を
追
及
す
る
も
の
で
は

な
く
、
個
人
及
び
機
関
と
し
て
の
政
府
に
属
す
る
局
︵
中
央
及
び
地
方
の
関
わ
り
な
く
︶
以
下
の
行
政
機
関
︵
行
政
主
体
︶
及
び
職

員
個
人
の
不
法
行
為
責
任
を
追
及
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
制
度
は
、
共
産
党
及
び
政
府
の
責

任
を
追
及
で
き
る
旧
い
政
策
的
救
済
制
度
︵
結
果
責
任
に
対
す
る
保
障
︶
と
行
政
機
関
及
び
職
員
個
人
の
責
任
を
追
及
で
き
る
新
し
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い
法
的
救
済
制
度
が
併
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
日
に
お
い
て
も
、
中
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
制
度
は
、
政
策
的
救
済
か
ら
法
的
救
済
へ
転
換
を
図
る
そ
の
過
程
を
歩
ん
で
い
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
改
革
・
開
放
後
の
共
産
党
及
び
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
打
出
さ
れ
た
部
分
的
な
法
的
救
済
と

い
う
中
国
独
特
の
﹁
国
家
責
任
﹂
制
度
を
み
る
と
き
、
法
的
救
済
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
自
身
が
、
実
際
、
共
産
党
と
政
府
の
政
策
よ

り
生
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
着
目
す
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
代
の
新
民
主
主
義
革
命
の
成
功
の
当
初
あ
っ
た
、
人
民
の
国

家
は
人
民
の
権
利
利
益
を
侵
害
し
た
と
き
、国
家
賠
償
責
任
を
負
う
当
時
の
新
民
主
主
義
革
命
理
論
の
具
体
化(82)

で
は
な
い
と
考
え
る
。

注
⑴　

一
八
九
八
年
︵
光
緒
三
四
年
︶
八
月
、
光
緒
帝
が
保
守
派
の
反
対
を
押
し
切
り
、
先
頭
に
な
っ
て
﹁
戊
戍
維
新
﹂
を
行
っ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、﹁
八

股
文
の
廃
止
、
科
挙
制
の
事
実
上
の
廃
止
、
新
学
校
制
度
の
導
入
、
新
聞
・
雑
誌
発
行
の
推
進
、
冗
官
の
廃
止
、 

農
工
商
業
務
の
主
務
官
庁
設
立
、
郵
便

事
業
の
開
始
、
陸
海
軍
の
近
代
化
﹂
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
維
新
の
提
唱
者
で
あ
っ
た
譚
嗣
同
ら
﹁
六
君
子
﹂
が
捕
ま
り
、
処
刑
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
光
緒
帝
自
身
も
権
力
を
は
く
奪
さ
れ
、
中
南
海
の
瀛
台
に
軟
禁
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
﹁
戊
戍
維
新
﹂
は
そ
の
終
焉
を
迎
え
た
。
戊
戍
維
新
は

僅
か
一
〇
三
日
間
で
終
わ
っ
た
た
め
、﹁
百
日
維
新
﹂
と
も
い
う
。

⑵　

今
日
ま
で
中
国
国
内
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
当
時
の
行
政
法
書
籍
二
六
冊
の
う
ち
、
一
八
冊
が
日
本
の
学
者
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
西
欧
諸
国
の
行
政
法
の
訳
本
に
お
い
て
も
八
冊
の
う
ち
、
四
冊
は
和
訳
し
た
も
の
を
中
国
語
に
再
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
、

日
本
の
行
政
法
学
が
中
国
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。
詳
し
く
は
、
何
勤
華
﹁
中
国
近
代
行
政
法
学
的
誕
生
與
成
長
﹂
政
治
與
法
律
第
二

期
︵
二
〇
〇
四
年
︶
一
四
一
頁
以
下
、
葉
必
丰
﹁
二
十
世
紀
中
国
行
政
法
学
的
回
顧
與
定
位
﹂
法
学
評
論
第
四
期
︵
一
九
九
八
年
︶
六
頁
参
照
。

⑶　

本
書
は
全
六
巻
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
巻
で
は
、
行
政
法
規
、
行
政
組
織
、
官
吏
法
、
裁
判
制
度
を
紹
介
し
て
お
り
、
第
二
巻
か
ら
第
四
巻
で
は
、
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内
務
・
軍
務
行
政
の
紹
介
、
第
五
・
六
巻
に
お
い
て
は
、
司
法
・
財
務
行
政
を
紹
介
し
て
い
る
。
清
国
に
お
い
て
は
、
官
吏
は
国
民
に
対
し
て
で
は
な
く
、

君
主
及
び
そ
の
政
府
に
対
し
て
責
任
を
負
う
だ
け
で
、
官
吏
の
公
権
力
に
よ
っ
て
生
じ
た
国
民
の
損
害
を
、
国
家
が
当
該
官
吏
に
代
っ
て
責
任
を
負
う

こ
と
は
、
一
切
あ
り
得
な
か
っ
た
。
行
政
事
件
に
関
し
て
も
、
特
別
に
管
轄
す
る
裁
判
所
は
な
く
、
刑
事
事
件
又
は
民
事
事
件
︵
戸
籍
・
婚
姻
・
農
地
・

土
地
︶
の
一
部
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た
。
詳
し
く
は
、臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
編
集
﹃
清
国
行
政
法
︵
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
第
一
部
報
告
第
一
巻
下
︶﹄

︵
大
安
、一
九
六
五
年
︶
三
〇
八
頁
～
三
〇
九
頁
、臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
編
集
﹃
清
国
行
政
法
︵
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
第
一
部
報
告
第
五
・
六
巻
︶﹄︵
大

安
、
一
九
六
六
年
︶
五
三
頁
～
五
四
頁
参
照
。

⑷　

そ
の
他
に
も
、
鐘
庚
言
の
﹃
行
政
法
総
論
﹄
な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
行
政
救
済
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
︵
違
法
︶
と

損
失
補
償
︵
不
当
︶
に
分
類
し
、
そ
の
救
済
方
法
と
し
て
訴
願
︵
行
政
不
服
審
査
︶
と
民
法
上
の
不
法
行
為
に
よ
る
法
院
へ
の
提
訴
の
方
法
を
紹
介
し

て
い
た
と
述
べ
て
い
た
。
詳
し
く
は
、
何
勤
華
﹁
中
国
近
代
行
政
法
学
的
誕
生
與
成
長
﹂
政
治
與
法
律
第
二
期
︵
二
〇
〇
四
年
︶
一
四
五
頁
～
一
四
六

頁
参
照
。

⑸　

本
書
は
、
当
時
、
日
本
に
お
け
る
中
国
留
学
生
組
織
で
あ
る
湖
北
法
制
編
輯
社
が
一
九
〇
五
年
に
出
版
し
た
翻
訳
本
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
何
勤
華
前

掲
注
⑷
論
文
一
四
一
～
一
四
三
頁
参
照
。

⑹　

何
勤
華
の
前
掲
論
文
に
は
、
そ
の
詳
し
い
と
こ
ろ
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
で
、
記
述
す
る
と
以
下
に
な
る
。
行
政
庁
ノ
違
法
処
分
ニ
関
ス

ル
行
政
裁
判
所
ノ
件
で
は
﹁
海
関
税
ヲ
除
ク
外
租
税
及
手
数
料
ノ
賦
課
ニ
関
ス
ル
事
件
、
租
税
滞
納
処
分
ニ
関
ス
ル
事
件
、
営
業
免
許
ノ
拒
否
又
ハ
取

消
ニ
関
ス
ル
事
件
、
水
利
及
土
木
ニ
関
ス
ル
事
件
、
土
地
ノ
官
民
有
区
分
ノ
査
定
ニ
関
ス
ル
事
件
﹂
五
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
紙
野
健
二
・

市
橋
克
哉
ほ
か
﹃
資
料
現
代
行
政
法
︹
第
三
版
︺﹄
二
九
八
頁
参
照
。

⑺　

何
勤
華
の
前
掲
論
文
に
は
、
三
つ
し
か
述
べ
ら
れ
て
な
い
が
、
そ
の
他
に
も
、﹁
水
利
及
土
木
ニ
関
ス
ル
事
件
、
土
地
ノ
官
民
有
区
分
ニ
関
ス
ル
事
件
、

地
方
警
察
ニ
関
ス
ル
事
件
﹂
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
紙
野
健
二
・
市
橋
克
哉
ほ
か
前
掲
注
⑹
書
二
八
四
頁
参
照
。
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⑻　

例
え
ば
、
行
政
行
為
に
関
し
て
も
、
行
政
法
規
と
行
政
処
分
の
問
題
し
か
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

⑼　

ま
た
、
何
勤
華
の
前
掲
論
文
に
よ
る
と
、
曹
履
貞
ほ
か
﹃
行
政
法
﹄
は
、
国
家
賠
償
制
度
に
お
い
て
も
、
違
法
な
公
権
力
の
行
使
に
よ
り
生
じ
た
損
害

を
当
時
の
行
政
裁
判
が
受
理
し
な
い
理
由
は
述
べ
て
い
な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

⑽　
﹃
行
政
法
大
鋼
﹄
は
北
京
好
望
書
店
が
一
九
三
五
年
に
出
版
さ
れ
た
。

⑾　

一
九
三
一
年
、
北
京
大
学
法
商
学
部
学
部
長
に
赴
任
。

⑿　

一
九
三
七
年
に
は
広
西
大
学
総
長
に
赴
任
。

⒀　

詳
し
く
は
、
何
勤
華
前
掲
注
⑷
論
文
一
四
四
頁
参
照
。

⒁　

詳
し
く
は
、
白
鵬
飛
﹃
行
政
法
大
鋼
﹄︵
北
京
好
望
書
店､

一
九
三
五
年
︶
一
二
五
頁
～
一
三
〇
頁
参
照
。

⒂　

詳
し
く
は
、
何
勤
華
の
前
掲
注
⑷
論
文
一
四
三
頁
～
一
四
四
頁
参
照
。

⒃　

こ
の
著
書
は
華
東
政
法
大
学
の
民
国
時
代
の
法
律
著
書
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
二
〇
〇
五
年
復
刻
さ
れ
た
︵
範
揚
﹃
行
政
法
総
論
﹄
法
政
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
︶。

⒄　

美
濃
部
達
吉
の
指
導
を
受
け
た
範
楊
は
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
の
機
関
人
格
否
定
論
に
賛
成
の
立
場
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
範
揚
前
掲
注
⒃
書
五
〇
頁
～

五
一
頁
参
照
。

⒅　

一
九
一
二
年
辛
亥
革
命
の
後
、
孫
文
を
中
心
と
す
る
﹁
中
華
民
国
臨
時
政
府
﹂
が
制
定
し
た
、
憲
法
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
基
本
法
で
あ
る
。

⒆　

一
八
六
条
は
、
ド
イ
ツ
民
法
︵
一
八
九
六
年
制
定
、
一
九
〇
〇
年
施
行
︶
八
三
九
条
一
項
後
段
と
同
条
三
項
の
規
定
を
立
法
例
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
公
務
員
の
個
人
的
不
法
行
為
責
任
の
原
則
を
明
白
に
挙
げ
て
い
る
が
、
公
務
員
の
責
任
を
国
に
引
き
受
け
さ
せ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

明
白
に
し
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
、
劉
宗
徳
﹁
中
華
民
国
に
お
け
る
国
家
賠
償
制
度
の
一
考
察
︱
国
家
賠
償
法
施
行
前
後
の
理
論
変
遷
に
つ
い
て
︱
﹂

名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
〇
六
号
、
四
八
三
頁
～
四
八
六
頁
参
照
。
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⒇　

一
九
四
七
年
に
当
時
の
南
京
政
府
が
発
布
し
た
。

�　

詳
し
く
は
、
劉
宗
徳
前
掲
注
�
論
文
四
八
二
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
張
勇
﹃
中
国
行
政
法
の
生
成
と
展
開
﹄︵
信
山
社
、
一
九
九
六
年
︶
一
九
八
頁
参
照
。

�　

曾
志
新
﹁
略
論
依
法
治
国
方
略
提
出
和
実
施
的
歴
史
必
然
性
︱
記
念
新
中
国
六
〇
年
華
誕
而
作
︱
﹂︵
中
共
中
央
文
献
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.w

xyjs.org.cn/G
B

/186517/11364990.htm
l

、
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
二
年
六
月
四
日
︶　

�　

指
示
は
五
項
目
に
な
っ
て
い
る
。
一
、
責
任
的
地
位
に
あ
る
政
府
幹
部
の
な
か
に
さ
え
、
国
民
党
の
六
法
全
書
は
、
広
範
な
人
民
利
益
に
合
致
す
る
。

ま
た
部
分
的
に
は
と
も
か
く
、
基
本
的
に
は
広
範
な
人
民
利
益
に
合
致
す
る
と
考
え
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
認
識
は
間
違
っ
て
い
る
か
、
又
は
曖
昧
で

あ
る
。
二
、
法
律
は
、
国
家
と
同
様
に
、
一
定
の
支
配
階
級
の
利
益
を
保
障
す
る
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
六
法
全
書
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
一
般
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
人
は
法
律
の
下
に
一
律
平
等
で
あ
る
と
い
う
姿
を
と
っ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
支
配
階
級
と
被
支
配
階
級
の
間
、
有
産
者
と

無
産
者
の
間
、
債
権
者
と
債
務
者
の
間
に
お
い
て
は
、
真
に
共
同
の
利
害
と
い
う
も
の
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
真
に
平
等
の
権
利
と
い
う
も
の
も
あ
り

え
な
い
。
…
…
︵
中
傍
点
省
略
︶。
三
、
い
か
に
反
動
的
法
律
で
あ
っ
て
も
人
民
の
権
利
を
保
障
す
る
条
目
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
階
級
的
安
全
を
保
障

す
る
た
め
の
勤
労
者
を
騙
す
こ
と
に
よ
り
、
支
配
階
級
に
反
対
す
る
勤
労
人
民
に
よ
る
階
級
闘
争
を
緩
和
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
四
、
抗
日
戦
争

時
期
に
、各
根
拠
地
に
お
い
て
、国
民
党
の
法
律
の
う
ち
人
民
に
有
利
な
条
文
を
個
別
的
に
利
用
し
て
人
民
の
利
益
を
保
護
し
実
現
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
一
時
的
戦
術
的
な
行
動
で
あ
る
。
こ
の
一
時
的
行
動
か
ら
、
国
民
党
の
反
動
的
な
法
律
を
基
本
的
に
承
認
し
た
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
五
、

人
民
司
法
工
作
は
、
国
民
党
の
六
法
全
書
を
よ
り
と
こ
ろ
に
し
て
は
な
ら
ず
、
裁
判
に
お
い
て
の
依
拠
す
べ
き
基
準
は
、
共
産
党
の
政
策
及
び
人
民
政
府
・

人
民
解
放
軍
が
発
布
し
た
種
種
の
綱
領
、
法
律
、
命
令
、
条
例
、
決
議
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記
の
も
の
が
な
い
場
合
は
、
新
民
主
主
義
の
政
策
に
従
う
。

司
法
機
関
は
、
六
法
全
書
及
び
国
民
党
の
反
動
的
法
律
、
法
令
な
ら
び
に
欧
米
と
日
本
資
本
主
義
国
家
の
す
べ
て
の
反
人
民
的
な
法
律
・
法
令
精
神
を

軽
蔑
し
、
批
判
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
︲
毛
沢
東
思
想
の
国
家
観
、
法
律
観
及
び
新
民
主
主
義
の
方
法
を
学
習
し
掌
握
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す
る
こ
と
に
よ
り
、
司
法
幹
部
を
教
育
し
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
詳
し
く
は
、
張
勇
前
掲
注
�
書
一
一
頁
～
一
二
頁
、
蔡
定
剣
﹁
対
新
中
国
催

毀
旧
法
制
的
歴
史
反
思
︱
建
国
以
来
法
学
界
重
大
事
件
研
究
︱
﹂︵
法
学
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
︶、
近
藤
昭
三
﹁
現
代
中
国
行
政
法
法
源
試
論
﹂︵
札
幌

法
学
第
四
巻
第
一
・
二
合
併
号
︶
五
三
頁
～
五
四
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
近
藤
昭
三
前
掲
注
�
論
文
五
三
頁
～
五
四
頁
参
照
。

�　

一
九
五
四
年
憲
法
施
行
の
背
景
の
も
と
で
、
一
時
期
、﹁
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
﹂︵
こ
の
時
期
、
国
家
賠
償
制
度
の
必
要
性
を
語
っ
た
者
も
い
た
。
詳

し
く
は
、
本
稿
の
第
一
章
参
照
︶、
一
九
五
七
年
の
反
右
派
闘
争
、
一
九
六
六
年
の
文
化
大
革
命
に
よ
り
、
可
能
性
は
閉
ざ
さ
れ
た
。

�　

ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
は
、ソ
連
の
刑
法
学
者
及
び
政
治
活
動
家
︵
外
交
官
︶
と
し
て
中
国
国
内
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
、

ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
法
研
究
所
所
長
、
検
事
総
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
た
彼
の
発
言
は
当
時
、
ソ
連
の
行
政
法
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。

特
に
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
と
法
の
科
学
の
諸
問
題
を
め
ぐ
る
第
一
回
協
議
会
︵
一
九
三
八
年
七
月
︶
で
の
彼
の
報
告
は
、﹁
行
政
﹂
と
﹁
国
家
管
理
︵
国
家

行
政
︶﹂
を
同
じ
扱
い
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
後
、
ソ
連
の
行
政
法
の
著
書
で
は
、﹁
行
政
﹂
と
い
う
言
葉
は
後
ろ
に
退
い
た
。
そ
こ
で
﹁
国
家

管
理
﹂
と
い
う
言
葉
が
基
本
的
な
用
語
と
な
る
こ
と
に
至
っ
た
と
紹
介
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
、孫
国
華
・
曾
斌
﹁
評
維
辛
斯
基
関
與
法
的
定
義
﹂︵
法
学
家
、

一
九
九
六
年
第
二
期
︶三
九
～
四
三
頁
参
照
。
日
本
で
の
、こ
の
第
一
回
協
議
会
に
お
け
る
彼
の
報
告
に
対
す
る
記
述
を
み
る
と
、﹁
同
士
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー

は
、
行
政
の
問
題
が
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
を
社
会
主
義
建
設
事
業
の
な
か
で
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
重
要
な
役
割
を
指

摘
し
、
科
学
工
作
者
、
す
な
わ
ち
法
律
学
者
に
た
い
し
、
行
政
法
の
部
門
で
の
一
連
の
任
務
を
あ
た
え
た
︵
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
行
政
法
学
の
対
象
と

内
容
の
定
義
、
国
家
行
政
機
関
の
権
能
の
範
囲
の
問
題
の
検
討
、
経
済
と
文
化
建
設
を
指
導
す
る
方
法
の
研
究
な
ど
︶。﹂
と
述
べ
、
行
政
法
の
重
要
性

を
指
摘
し
た
と
記
述
し
た
。
詳
し
く
は
、
エ
ス
・
エ
ス
・
ス
ト
デ
ニ
キ
ン
著　
︵
稲
子
恒
夫
・
渓
内
謙
訳
︶﹃
ソ
ヴ
ェ
ト
行
政
法
︱
ソ
ヴ
ェ
ト
法
律
学
体

系
︱
﹄︵
巖
松
堂
書
店
、
一
九
五
六
年
︶
五
三
頁
～
五
四
頁
参
照
。

�　

孫
国
華
・
曾
斌
﹁
評
維
辛
斯
基
関
與
法
的
定
義
﹂︵
法
学
家
、
一
九
九
六
年
第
二
期
︶
三
九
～
四
三
頁
参
照
。
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�　

一
九
二
〇
年
代
の
ソ
ビ
エ
ト
法
の
代
表
的
理
論
と
し
て
は
、
ス
ト
ゥ
ー
チ
カ
の
﹁
法
＝
社
会
関
係
論
﹂
で
あ
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
法
は
、
支
配
階

級
の
利
益
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
支
配
階
級
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
社
会
関
係
と
秩
序
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
特
に
、
当
時
の
代
表
的
学
説
で

あ
る
レ
イ
ス
ネ
ル
の
﹁
法
＝
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
﹂
と
ス
ト
ゥ
ー
チ
カ
の
﹁
法
＝
社
会
関
係
論
﹂
の
対
抗
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
と
ポ
ド
ヴ
ォ
ロ
ツ
キ
ー
、

ク
ル
レ
イ
ン
コ
ら
の
﹁
法
＝
法
規
範
の
総
体
論
﹂
説
と
の
︵
さ
ら
に
は
、
ゴ
ル
フ
バ
ル
ク
ら
の
社
会
機
能
的
法
把
握
と
の
︶
対
抗
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、

パ
シ
ュ
カ
ー
ニ
ス
は
、
商
品
形
態
と
法
形
態
と
の
内
的
関
連
性
の
解
明
に
力
点
を
お
き
、
商
品
形
態
の
分
析
か
ら
直
接
で
て
く
る
権
利
主
体
の
マ
ル
ク

ス
的
批
判
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
パ
シ
ュ
カ
ー
ニ
ス
は
﹁
法
＝
社
会
関
係
論
﹂
に
つ
い
て
、
法
律
は
特
殊
な
社
会
関
係
で
あ
り
、
法
律
関
係
に
よ
っ
て

日
常
を
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、﹁
商
品
の
交
換
﹂
関
係
に
よ
り
そ
れ
を
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
法
は
社
会
関
係
で
あ
り
法
律
規
範
で
は
な
い
と

主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
理
論
が
三
〇
年
代
初
め
ま
で
の
ソ
ビ
エ
ト
法
理
論
の
背
景
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
稲
子
恒
夫
﹁
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
理
の
若
干

の
問
題
﹂
エ
ス
・
エ
ス
・
ス
ト
デ
ニ
キ
ン
著　
︵
稲
子
恒
夫
・
渓
内
謙
訳
︶﹃
ソ
ヴ
ェ
ト
行
政
法
︱
ソ
ヴ
ェ
ト
法
律
学
体
系
︱
﹄︵
巖
松
堂
書
店
、

一
九
五
六
年
︶
四
五
五
頁
～
四
五
六
頁
、
藤
田
勇
﹁
パ
シ
ュ
カ
ー
ニ
ス
﹂
伊
藤
正
己
﹃
法
学
者
人
と
作
品
﹄︵
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
︶
二
一
二
頁
、

劉
向
文
﹁
譚
俄
罗
斯
行
政
法
和
行
政
法
学
的
歴
史
発
展
﹂
新
郷
師
範
高
等
専
科
学
校
学
報
第
四
期
︵
二
〇
〇
五
年
︶、
一
七
頁
参
照
。

�　

一
九
五
〇
年
代
ソ
ビ
エ
ト
の
法
律
の
教
科
書
は
、
中
国
人
民
大
学
を
中
心
に
、
大
量
に
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
た
︵
一
九
五
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
中
国
人
民

大
学
は
、
当
時
、
ソ
ビ
エ
ト
法
の
輸
入
と
ソ
連
の
学
説
・
思
想
を
宣
伝
す
る
﹁
大
本
営
﹂
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
に
開
か
れ
た
﹁
全
国
政
法
会
議
﹂

に
お
け
る
高
等
教
育
部
の
決
定
を
み
る
と
﹁
中
国
人
民
大
学
は
、
翻
訳
さ
れ
た
ソ
ビ
エ
ト
法
テ
キ
ス
ト
を
校
正
し
、
そ
れ
を
各
大
学
に
推
薦
す
べ
き
で

あ
る
。﹂
と
述
べ
て
い
る
。︶。
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
、
中
国
は
、
ソ
ビ
エ
ト
か
ら
法
学
者
二
三
人
を
招
い
た
が
、
そ
の
内
一
三
人
は
中
国

人
民
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
詳
し
く
は
、
唐
仕
春
﹁
他
們
是
誰
︱
新
中
国
建
立
初
期
来
華
蘇
連
法
学
専
家
群
体
考
察
︱
﹂
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史

研
究
所
青
年
学
術
論
壇
︵
二
〇
〇
九
年
巻
︶
五
〇
五
頁
～
五
〇
六
頁
参
照
。
ま
た
、
当
時
の
中
国
の
大
学
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
翻
訳
本
を
そ
の
ま
ま
教

科
書
と
し
て
使
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
行
政
法
の
著
書
と
し
て
は
、﹃
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
総
論
︵
ス
ト
ゥ
デ
ニ
キ
ン
︶﹄︵
一
九
五
三
年
︶、﹃
ソ
ビ
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エ
ト
行
政
法
各
論
︵
ス
ト
ゥ
デ
ニ
キ
ン
︶﹄︵
一
九
五
五
年
︶、﹃
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
論
文
集
訳
本
第
一
巻
﹄︵
中
国
人
民
大
学
国
家
法
教
育
研
究
室
編
集
、

一
九
五
六
年
︶
等
が
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
方
流
芳
﹁
中
国
法
教
育
観
察
﹂︵
比
較
法
研
究
、
一
九
九
六
年
二
期
︶
一
二
四
頁
、
蔡
定
剣
﹁
関
于
対
中
国

法
制
建
設
的
影
響
︱
建
国
以
来
法
学
界
重
大
事
件
研
究
︵
二
二
︶
︱
﹂
法
学
第
三
期
︵
一
九
九
九
年
︶
三
頁
、
何
海
波
﹃
法
治
的
脚
歩
声
︱
中
国
行
政

法
大
事
記
︵
一
九
七
八
︲
二
〇
〇
四
︶
︱
﹄︵
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
︶
二
五
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
藤
田
勇
﹁
ロ
シ
ア
革
命
と
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
国
家
法
理
論
﹂
天
野
和
夫
・
片
岡
曻
・
長
谷
川
正
安
・
藤
田
勇
・
渡
辺
洋
三
ほ
か

﹃
マ
ル
ク
ス
主
義
法
学
講
座
②
マ
ル
ク
ス
主
義
法
学
の
成
立
と
発
展
︵
外
国
︶﹄︵
日
本
評
論
社
、
一
九
七
八
年
︶
二
四
四
頁
～
二
四
五
頁
参
照
。

�　

中
国
行
政
法
の
発
展
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
阻
害
的
影
響
も
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
の
理
論
で
は
、
法
が
支
配
階
級
の
道
具
で
あ
る
こ
と
を
一
方
的

に
強
調
す
る
こ
と
で
、
法
が
持
っ
て
い
る
権
利
救
済
機
能
を
看
過
し
て
い
た
。
中
国
の
法
学
者
た
ち
も
当
時
、
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
の
理
論
が
マ
ル
ク
ス

主
義
法
学
の
真
髄
だ
と
考
え
、
特
に
行
政
法
領
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
管
理
法
的
性
質
を
極
度
に
主
張
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
家
責
任
を
含
む
救
済

法
の
理
論
は
完
全
に
欠
落
し
て
し
ま
っ
た
。
葉
必
丰
前
掲
注
⑵
論
文
七
頁
、
蔡
定
剣
﹁
関
與
前
蘇
連
法
対
中
国
法
制
建
設
的
影
響
︲
建
国
以
来
法
学
界

重
大
事
件
研
究
二
二
﹂
法
学
第
三
期
︵
一
九
九
九
年
︶
二
頁
以
下
参
照
。
そ
の
後
、
中
ソ
関
係
の
悪
化
に
よ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
の
ソ
ビ
エ
ト
及

び
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
全
く
無
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
に
お
い
て
も
、
中
ソ
に
お
け
る
法
意
識
形
態
及
び
法

制
度
の
同
質
性
が
顕
著
で
あ
り
、
今
日
な
お
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
理
論
の
影
響
は
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
詳
し
く
は
、
楊
心
宇
・
陳
怡
華
﹁
我
国

移
植
蘇
連
法
的
反
思
﹂
社
会
科
学
第
八
期
︵
二
〇
〇
二
年
︶
四
八
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
楊
心
宇
・
徐
懐
宇
﹁
法
的
本
体
論
思
考
︱
対
蘇
維
埃
法
概
念
的
再
思
考
︱
﹂
政
治
與
法
律
第
二
期
︵
二
〇
〇
二
年
︶
三
二
頁
～
三
三
頁
、

稲
子
恒
夫
前
掲
注
�
書
四
六
七
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
稲
子
恒
夫
前
掲
注
�
書
四
六
七
頁
参
照
。

�　

マ
ノ
ー
ヒ
ン
の
﹃
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
﹄
の
翻
訳
本
は
一
九
八
三
年
七
月
に
黄
道
秀
に
よ
り
、
群
衆
出
版
社
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
。
改
革
・
開
放
後
の
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ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
著
書
に
関
す
る
紹
介
は
、
姜
明
安
﹁
各
国
行
政
法
的
主
要
流
派
﹂
羅
豪
才
ほ
か
﹃
現
代
行
政
法
的
平
衡
理
論
︵
第
二
輯
︶﹄︵
北
京

大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
︶
一
二
一
頁
～
一
二
六
頁
、
陳
泉
生
﹁
論
行
政
法
的
沿
変
和
発
展
趋
勢
﹂
亜
太
経
済
・
法
律
研
究
第
三
期
︵
一
九
九
七
年
︶

七
一
頁
、
劉
向
文
前
掲
注
�
論
文
一
七
頁
、
何
海
波
前
掲
注
�
書
二
五
頁
参
照
。
実
際
ソ
ビ
エ
ト
で
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
期
に
入
る
と
、
一
九
七
七

年
ソ
ビ
エ
ト
憲
法
五
八
条
二
項
に
促
さ
れ
た
行
政
裁
判
の
導
入
に
関
す
る
改
革
論
や
法
整
備
が
進
ん
だ
。
詳
し
く
は
、
市
橋
克
哉
﹁
ソ
連
邦
に
お
け
る

行
政
に
対
す
る
司
法
審
査
︵
一
︶
︱
一
九
七
七
年
ソ
連
憲
法
と
行
政
裁
判
︱
﹂︵
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
九
六
巻
︶
三
〇
六
頁
以
下
参
照
。
こ
う
し
た
ソ

ビ
エ
ト
行
政
法
の
変
化
は
、
中
国
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
こ
の
時
期
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

�　

そ
の
他
、
八
〇
年
代
前
期
に
お
い
て
、
ソ
ビ
エ
ト
民
法
も
中
国
に
多
く
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
国
家
法
人
否
定
説
︵
特
殊
民
事
主
体
説
︶

が
中
国
民
法
通
則
の
制
定
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
詳
し
く
は
、
第
四
章
、
第
五
章
、
第
七
章
参
照
。

�　

同
法
の
二
〇
条
は
、﹁
港
務
局
は
法
令
の
根
拠
な
く
、
船
舶
の
離
港
を
禁
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
記
の
場
合
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
船

舶
側
は
港
務
局
の
離
港
禁
止
行
為
に
よ
り
生
じ
た
直
接
損
害
の
賠
償
を
求
め
、
港
務
局
に
対
す
る
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂
と
定
め
た
。

�　

個
別
法
令
の
中
に
は
若
干
損
害
賠
償
規
定
を
盛
込
ん
で
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
五
九
年
に
施
行
さ
れ
た
﹁
交
通
部
関
于
海
損
賠
償
的
幾

項
規
定
﹂
一
条
で
は
、
船
舶
の
職
員
の
職
務
上
の
過
失
に
よ
り
生
じ
た
海
損
に
つ
い
て
は
、
船
舶
の
所
有
者
は
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
有
す
る
と
規

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
六
五
年
﹁
軍
用
飲
食
供
応
占
供
水
占
組
織
管
理
暫
行
弁
法
﹂
一
二
条
で
は
、﹁
軍
用
飲
食
供
応
占
供
水
占
﹂
に
お
い
て
食
器

を
破
損
し
た
場
合
は
、
賠
償
す
べ
き
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
上
記
の
社
会
主
義
公
有
財
産
制
の
も
と
で
、
そ
の
適
用
例
は
殆
ど
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

�　

こ
こ
で
、
社
会
主
義
に
お
け
る
国
家
権
力
と
そ
の
帰
属
主
体
で
あ
る
人
民
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、﹁
人
民
の
政
府
は
当
然
人
民
の
利
益
を
代
表
す
る
﹂

と
い
う
国
家
観
・
権
力
観
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
木
間
正
道
・
鈴
木
賢
・
高
見
澤
磨
﹃
現
代
中
国
法
入
門
︵
第
三
版
︶﹄︵
有
斐
閣
、

二
〇
〇
四
年
︶
二
三
四
～
二
三
八
頁
参
照
。
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�　

詳
し
く
は
、
第
二
章
参
照
。

�　

前
者
は
、
大
陸
法
体
系
の
国
及
び
日
本
の
歴
史
に
み
ら
れ
る
考
え
方
で
あ
り
、
後
者
は
、
主
に
英
米
法
︵
イ
ギ
リ
ス
︶
の
歴
史
に
み
ら
れ
る
考
え
方
で

あ
る
。

�　

詳
し
く
は
、
今
村
成
和
﹃
国
家
補
償
法
﹄︵
有
斐
閣
、
一
九
六
九
年
︶
一
八
頁
以
下
、
田
中
二
郎
﹃
行
政
上
の
損
害
賠
償
及
び
損
失
補
償
﹄︵
酒
井
書
店
、

一
九
五
四
年
︶
九
頁
以
下
、
西
村
・
幾
代
・
園
部
等
編
﹃
国
家
補
償
体
系
・
一
﹄︹
滝
沢
正
・
宇
賀
克
也
・
木
村
実
・
植
村
栄
治
︺
一
一
頁
～
一
五
九
頁

参
照
。

�　

明
治
憲
法
下
に
お
い
て
、
国
家
賠
償
責
任
が
権
力
的
行
為
と
非
権
力
的
行
為
に
分
け
ら
れ
、
権
力
的
行
為
に
つ
い
て
は
、
国
家
無
答
責
、
非
権
力
的
行

為
の
営
利
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
部
民
法
の
適
用
を
認
め
た
。

�　

詳
し
く
は
、
田
中
二
郎
前
掲
注
�
書
三
二
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
田
中
二
郎
前
掲
注
�
書
九
頁
以
下
、
今
村
成
和
前
掲
注
�
書
四
三
頁
～
四
七
頁
、
塩
野
宏
﹃
行
政
法
Ⅱ
︲
行
政
救
済
法
︵
第
5
版
︶﹄︵
有

斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
︶
二
九
一
頁
～
二
九
三
頁
、
芝
池
義
一
﹃
行
政
救
済
法
講
義
︵
第
2
版
補
訂
増
補
版
︶﹄︵
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
︶
一
九
六
頁
～

一
九
七
頁
、
遠
藤
博
也
﹃
国
家
補
償
法
︵
上
巻
︶﹄︵
青
林
書
院
新
社
、
一
九
八
一
年
︶
九
九
頁
～
一
〇
一
頁
、
市
橋
克
哉
ほ
か
﹃
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
行
政
法
﹄

︹
榊
原
秀
訓
︺︵
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
〇
年
︶
二
八
三
頁
以
下
、
西
埜
章
﹃
国
家
賠
償
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
﹄︵
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
︶
一
一
頁
～

一
七
頁
参
照
。

�　

当
時
の
中
国
に
お
い
て
は
、
国
家
財
源
が
限
ら
れ
て
い
る
状
況
で
、
事
業
単
位
乃
至
国
家
機
関
の
法
人
格
を
認
め
る
民
法
学
者
の
学
説
に
応
じ
、
行
政

主
体
論
を
主
張
し
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
国
家
賠
償
法
施
行
後
の
近
年
に
お
い
て
、
国
家
の
法
人
格
を
否
認
す
る
同
時
に
行
政
機
関

の
法
人
格
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
機
関
賠
償
の
仕
組
み
に
理
論
的
根
拠
を
提
供
す
る
結
果
に
至
っ
た
。﹁
中
国
特
色
が
あ
る
行
政
主
体
論
﹂
は
批
判

を
浴
び
る
こ
と
は
多
い
。
詳
し
く
は
、
第
四
章
、
第
五
章
、
第
七
章
参
照
。



150法政論集　252号（2013）

論　　説

�　

一
九
八
〇
年
代
、
中
国
の
行
政
法
学
界
に
お
い
て
も
、
一
時
期
、﹁
新
控
権
論
︵
行
政
法
は
行
政
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
︶﹂
と
﹁
新
管
理
論

︵
行
政
法
は
行
政
管
理
法
規
の
総
称
で
あ
る
︶﹂
理
論
の
対
立
が
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
姜
明
安
前
掲
注
�
論
文
一
一
六
頁
︲
一
一
八
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
何
海
波
前
掲
注
�
書
一
二
三
頁
参
照
。

�　

一
九
八
二
年
一
二
月
四
日
第
五
届
全
国
人
民
大
会
第
一
次
会
議
で
通
過
、
一
九
八
二
年
一
二
月
四
日
全
国
人
民
大
会
で
公
布
、
施
行
し
た
。
二
〇
〇
四

年
三
月
一
四
日
第
十
届
全
国
人
民
大
会
第
二
次
会
議
で
修
正
案
が
提
起
さ
れ
通
過
し
た
。

�　

原
文
で
は
﹁
工
作
人
員
﹂
と
い
う
文
言
を
使
っ
て
い
た
が
、﹁
工
作
人
員
﹂
と
﹁
職
員
﹂
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
を
表
し
て
い
る
た
め
、以
下
に
お
い
て
、﹁
職

員
﹂
と
称
す
る
。
詳
し
く
は
、
許
兵
・
趙
香
蓮
編
﹃
憲
法
・
行
政
法
学
習
小
詞
典
﹄︵
中
国
法
制
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
︶
八
二
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
張
勇
前
掲
注
�
書
二
〇
〇
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
応
松
年
篇
﹃
応
松
年
文
集
・
下
巻
﹄︵
中
国
法
制
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
︶
九
〇
八
頁
参
照
。

�　

一
九
八
六
年
四
月
一
二
日
第
六
届
全
国
人
民
大
会
第
四
次
会
議
通
過
一
九
八
六
年
四
月
一
二
日
中
華
人
民
共
和
国
主
席
令
第
三
七
号
公
布
一
九
八
七

年
一
月
一
日
よ
り
施
行
し
た
。

�　

政
策
的
救
済
か
ら
生
ま
れ
た
中
国
の
国
家
賠
償
制
度
の
生
成
か
ら
す
れ
ば
、
国
家
賠
償
制
度
の
発
達
は
必
ず
し
も
民
法
上
の
一
般
的
不
法
行
為
か
ら
進

化
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、ソ
ビ
エ
ト
民
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
国
の
民
法
通
則
に
お
い
て
は
、国
家
を
﹁
特
殊
民
事
主
体
﹂
と
見
做
し
、

国
家
の
法
人
格
を
認
め
て
い
な
い
が
、
機
関
の
法
人
格
に
つ
い
て
は
認
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
国
独
自
の
歴
史
と
法
理
論
に
基
づ
い
て
、
そ
の
後
の

国
家
賠
償
制
度
は
、﹁
機
関
賠
償
﹂
の
制
度
と
し
て
の
生
成
・
発
展
を
み
る
こ
と
と
な
る
。
詳
し
く
は
、
の
第
四
章
、
第
五
章
、
第
七
章
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、﹁
最
高
人
民
法
院
公
報
﹂
又
は
、
何
海
波
前
掲
注
�
書
八
七
頁
～
八
八
頁
参
照
。

�　

民
法
通
則
︵
一
九
八
六
年
︶
一
二
一
条
﹁﹁
国
家
機
関
ま
た
は
国
家
機
関
職
員
が
職
務
執
行
中
に
、
公
民
又
は
法
人
の
合
法
権
益
に
損
害
を
生
ぜ
し
め

た
と
き
は
、
民
事
責
任
の
責
め
に
任
ず
る
。﹂
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�　

民
事
訴
訟
法
︵
一
九
八
二
年　

試
行
︶
一
五
一
条
第
一
項
第
二
号
﹁
原
判
決
の
法
律
の
適
用
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、法
に
よ
り
改
め
て
判
決
を
す
る
。﹂

�　

張
勇
前
掲
注
�
書
二
〇
〇
頁
参
照
。

�　
﹁
民
法
通
則
﹂
の
制
定
に
お
い
て
、
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
陶
希
晋
は
、﹁
国
家
機
関
法
人
説
﹂
に
は
賛
同
す
る
も
の
の
、
国
家
の
法
人
格
に
対
し
て
は
、

﹁
特
殊
民
事
主
体
説
﹂
の
主
張
に
賛
同
し
、
国
家
の
法
人
格
を
否
認
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
彼
が
主
張
し
た
ソ
ビ
エ
ト
民
法
の
立
場
は
、
中
国
に
お

け
る
国
庫
理
論
の
形
成
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
の
中
国
国
庫
理
論
に
対
す
る
負
の
影
響
に
関
し
て
は
、
第
七
章
で
述
べ
る
。

�　

メ
ン
バ
ー
は
一
四
人
、
責
任
者
︵
氏
名
・
職
︶
は
、
江
平
︵
モ
ス
ク
ワ
大
学
法
学
部
卒
、
中
国
政
法
大
学
、
民
法
通
則
の
制
定
に
参
加
︶、
副
責
任
者
は
、

羅
豪
才
︵
北
京
大
学
、
ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
研
修
経
験
を
も
つ
華
僑
出
身
の
行
政
法
学
者
︶・
応
松
年
︵
中
国
政
法
大
学
︶
で
あ
る
。
そ
の
他

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
、
朱
維
究
︵
中
国
政
法
大
学
台
湾
法
研
究
セ
ン
タ
ー
︶、
姜
明
安
︵
北
京
大
学
︶、
肖
峋
︵
元
全
国
人
大
常
委
会
法
律
工
作
委
员

会
民
法
室
主
任
︶、
高
帆
︵
国
務
院
法
制
局
︶、
費
宗
袆
︵
中
国
国
際
経
済
貿
易
仲
裁
委
員
会
副
主
席
︶、
張
耀
宗
、
方
彦
︵
中
国
政
法
大
学
︶、
張
焕
光
︵
中

国
社
会
科
学
院
法
学
研
究
所
︶、
王
向
明
︵
中
国
人
民
大
学
、
ソ
ビ
エ
ト
憲
法
専
門
︶、
皮
純
協
︵
中
国
人
民
大
学
︶、
郭
陽
が
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

そ
の
後
の
中
国
の
行
政
法
の
発
展
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

�　

行
政
訴
訟
法
を
制
定
す
る
前
の
、
一
九
八
六
年
九
月
に
﹁
治
安
管
理
処
罰
条
例
﹂
が
国
務
院
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
条
例
三
九
条
に
よ
る
と
、﹁
公

安
機
関
又
は
郷
︵
鎮
︶
人
民
政
府
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
不
服
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
級
の
公
安
機
関
の
裁
決
に
も
不
服
が

あ
る
場
合
は
、訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂
と
行
政
上
の
不
服
立
て
及
び
訴
訟
規
定
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、本
条
例
四
二
条
に
お
い
て
は
、﹁
公

安
機
関
が
人
民
に
対
す
る
治
安
管
理
処
罰
に
錯
誤
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
処
罰
を
受
け
た
者
に
謝
罪
し
、
科
し
た
罰
金
及
び
没
収
し
た
財
産
を
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
処
罰
を
受
け
た
者
の
権
利
を
侵
害
し
た
と
き
は
、
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂
と
公
安
機
関
の
不
法
行
為
責
任
に
つ
い
て
も

定
め
て
い
た
。
一
九
八
七
年
一
月
に
公
布
さ
れ
た
﹁
中
華
人
民
共
和
国
海
関
法
﹂
五
三
条
︵
不
服
申
立
に
関
す
る
規
定
︶
及
び
五
四
条
︵
不
法
行
為
責

任
責
任
に
関
す
る
規
定
︶
に
も
、
類
似
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。﹁
中
華
人
民
共
和
国
海
関
法
﹂
五
四
条
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
張
継
良
﹃
中
共
人
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権
與
中
国
人
権
立
法
﹄︵
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
︶
一
八
八
頁
～
一
八
九
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、﹁
鮮
為
人
知
的
行
政
立
法
研
究
組
﹂︵
法
制
早
報
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
三
〇
日
︶
参
照
。

�　
﹁
一
つ
の
中
心
﹂
は
﹁
経
済
建
設
を
中
心
と
す
る
﹂
こ
と
、﹁
二
つ
の
基
本
点
﹂
は
﹁
四
つ
の
現
代
化
を
堅
持
す
る
﹂
と
﹁
改
革
開
放
を
堅
持
す
る
﹂
こ

と
を
指
し
て
い
る
。

�　

詳
し
く
は
、
中
共
中
央
文
献
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.w
xyjs.org.cn/G

B
/186508/186515/231645/17003267.htm

l　
︵
最
終
ア
ク
セ
ス
日
、

二
〇
一
二
年
六
月
一
日
︶
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
中
共
中
央
文
献
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.w
xyjs.org.cn/G

B
/186508/186515/231645/17003267.htm

l　
︵
最
終
ア
ク
セ
ス
日
、

二
〇
一
二
年
六
月
一
日
︶、
何
海
波
﹃
法
治
的
脚
歩
声
︵
中
国
行
政
法
大
事
記
一
九
七
八
－
二
〇
〇
四
︶﹄︵
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
︶

六
〇
頁
～
六
一
頁
参
照
。

�　

実
定
法
上
の
具
体
的
行
政
行
為
は
、﹃
国
家
機
関
及
び
そ
の
職
員
法
律
法
規
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
た
組
織
、
及
び
行
政
機
関
か
ら
委
任
さ
れ
た
組
織
又

は
個
人
が
特
定
の
公
民
、
法
人
又
は
そ
の
他
の
組
織
に
対
し
て
特
定
の
具
体
的
事
項
に
つ
い
て
な
し
た
公
民
、
法
人
又
は
そ
の
他
の
組
織
の
権
利
義
務

に
関
す
る
一
方
的
な
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
行
政
機
関
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
た
法
効
果
を
伴
う
法
律
行
為
で
あ
る
。﹄
と
定
め
て
い
る
。
例
え
ば
行
政

処
罰
、
行
政
許
可
、
強
制
措
置
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
詳
し
く
は
、
応
松
年
・
袁
曙
宏
ほ
か
﹃
走
向
法
治
政
府
︱
依
法
行
政
理
論
研
究
輿
実
証
調
査
︱
﹄︵
法

律
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
︶
三
七
二
頁
参
照
。

�　
﹁
故
意
又
は
重
過
失
﹂
の
文
言
は
国
家
賠
償
法
の
賠
償
手
続
︵
一
四
条
︶
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
民
法
通
則
︵
過
錯
原
則
︶
及
び
国
家
賠
償
法
二
条
に
は
、

こ
の
文
言
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
﹁
故
意
又
は
重
大
過
失
は
﹂、
故
意
又
は
重
過
失
が
あ
る
職
員
に
対
す
る
追
償
権
と
罰
則
規
定
を
監
察

制
度
の
一
環
か
ら
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
し
く
は
、
第
六
章
参
照
。

�　

そ
の
後
、
一
九
九
五
年
国
家
賠
償
法
の
施
行
に
よ
り
、
刑
事
補
償
も
国
家
賠
償
法
の
中
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
詳
し
く
は
、
第
三
章
参
照
。
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�　

詳
し
く
は
、
木
間
正
道
、
鈴
木
賢
、
高
見
澤
磨
前
掲
注
�
書
二
五
三
頁
～
二
五
四
頁
参
照
。

�　

六
七
条
﹁
公
民
、
法
人
又
は
そ
の
他
の
組
織
は
、
行
政
機
関
又
は
行
政
機
関
の
職
員
の
行
っ
た
具
体
的
行
政
行
為
に
よ
っ
て
そ
の
法
律
上
の
権
利
利
益

が
侵
害
さ
れ
、
損
害
を
こ
う
む
っ
た
場
合
に
は
、
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
公
民
、
法
人
又
は
そ
の
他
の
組
織
が
損
害
の
み
を
請
求
す
る
場

合
に
は
、ま
ず
行
政
機
関
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
機
関
の
処
理
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、人
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂

　

六
八
条
﹁
行
政
機
関
又
は
行
政
機
関
の
職
員
の
行
っ
た
具
体
的
行
政
行
為
が
公
民
、
法
人
又
は
そ
の
他
の
組
織
の
合
法
的
権
利
利
益
を
侵
犯
し
て
損
害
を

生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
行
政
機
関
又
は
当
該
行
政
機
関
の
職
員
の
所
属
す
る
行
政
機
関
が
、
賠
償
責
任
を
負
う
。﹂

　

六
九
条
﹁
賠
償
の
費
用
は
、
各
級
財
政
か
ら
支
給
す
る
。
各
級
人
民
政
府
は
、
責
任
を
有
す
る
行
政
機
関
に
賠
償
費
用
の
一
部
又
は
全
部
に
つ
い
て
支
払

い
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
方
法
は
、
国
務
院
が
規
定
す
る
。﹂

�　

詳
し
く
は
、
張
勇
前
掲
注
�
書
二
〇
九
頁
参
照
。

�　

詳
し
く
は
、
劉
向
文
前
掲
注
�
論
文
一
七
頁
参
照
。

�　

そ
の
後
、
中
ソ
関
係
の
悪
化
に
よ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
後
の
ソ
ビ
エ
ト
及
び
ソ
ビ
エ
ト
行
政
救
済
制
度
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
全
く
無
視
さ
れ
た
。

一
九
七
七
年
ソ
連
憲
法
五
八
条
二
項
、
行
政
不
服
審
査
に
関
す
る
一
般
法
及
び
行
政
救
済
制
度
等
が
あ
る
。
そ
の
後
、
ソ
ビ
エ
ト
の
法
的
救
済
制
度
の

整
備
に
関
し
て
は
、
市
橋
克
哉
前
掲
注
�
論
文
三
〇
六
頁
以
下
参
照
。

�　

勿
論
、
こ
の
﹁
信
訪
﹂
は
、
日
本
に
は
馴
染
み
が
な
い
制
度
で
あ
る
。
元
々
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
制
度
で
あ
っ
た
﹁
信
訪
﹂
は
、
現
在
、
法
的
制
度
に
む

か
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
沿
革
を
辿
る
と
政
策
的
救
済
に
含
ま
れ
る
一
つ
の
制
度
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
第
六
章
参
照
。

�　

紀
律
検
査
制
度
の
党
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
中
央
紀
律
検
査
委
員
会
及
び
そ
の
下
級
組
織
が
含
ま
れ
、
政
府
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
中
華
人
民
共

和
国
監
察
部
及
び
そ
の
下
級
組
織
が
含
ま
れ
る
。
監
察
制
度
も
、
現
在
に
お
い
て
は
﹁
監
察
法
﹂
の
施
行
に
よ
り
信
訪
と
同
じ
く
、
法
的
制
度
に
む
か
っ

て
い
る
が
、
そ
の
沿
革
を
辿
る
と
政
策
的
救
済
に
含
ま
れ
る
制
度
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
第
六
章
参
照
。
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�　

詳
し
く
は
、
劉
宗
徳
前
掲
注
⒆
論
文
四
八
三
頁
～
四
八
六
頁
、
張
勇
前
掲
注
�
書
二
〇
三
頁
～
二
〇
五
頁
参
照
。

�　

中
国
に
お
い
て
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
後
の
ソ
ビ
エ
ト
及
び
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
変
革
に
つ
い
て
は
無
視
さ
れ
、
誤
っ
た
認
識
が
助
長
さ
れ
た
。

�　

例
え
ば
、﹁
中
華
人
民
共
和
国
中
外
合
資
経
営
企
業
所
得
税
法
﹂
十
五
条
は
、﹁
合
営
企
業
と
税
務
機
関
が
納
税
上
の
問
題
を
め
ぐ
り
紛
争
が
起
き
た
場

合
は
、
合
営
企
業
は
規
定
が
定
め
た
と
こ
ろ
に
よ
り
先
に
税
金
を
納
め
た
後
、
上
級
税
務
機
関
に
復
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
復
議
決
定
に
不
服
す

る
と
き
は
、
人
民
法
院
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂
と
定
め
て
い
る
。

�　

人
民
公
社
と
単
位
制
度
だ
け
で
は
な
く
、
共
産
党
と
政
府
も
組
織
と
し
て
不
法
行
為
責
任
を
負
う
と
い
う
仕
組
み
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
補
償
を

行
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

�　

違
法
行
為
を
行
っ
た
公
務
員
に
対
す
る
刑
事
責
任
及
び
行
政
責
任
の
み
を
問
う
こ
と
が
可
能
な
仕
組
み
か
ら
、
民
事
上
の
責
任
と
し
て
の
不
法
行
為
責

任
を
行
政
法
上
の
責
任
と
し
て
問
う
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。

�　

中
国
国
家
賠
償
責
任
制
度
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
、
室
井
敬
司
﹁
肖
峋
氏
﹃
中
国
国
家
賠
償
の
状
況
﹄
を
聞
い
て
﹂︵
亜
細
亜
法
学
、
第
二
八
巻
第

一
号
一
九
九
三
年
︶、
張
勇
前
掲
注
�
書
、
郭
越
濤
﹁
行
政
賠
償
を
中
心
と
し
た
日
中
比
較
﹂︵
現
代
社
会
文
化
研
究
、N

O

二
二
、二
〇
〇
一
年
一
一
月
︶、

羅
豪
才
・
応
松
年
ほ
か
﹃
中
国
国
家
賠
償
法
研
究
﹄︵
中
国
法
政
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
︶、
馬
懐
徳
ほ
か
﹃
国
家
賠
償
問
題
研
究
﹄︵
法
律
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
︶、
張
采
鳳
・
周
農
・
唐
若
雷
﹃
国
家
賠
償
法
問
答
︱
依
法
向
国
家
機
関
索
賠
︱
﹄︵
警
察
教
育
出
版
社
、
一
九
九
二
年
︶、
江
必
新
・
梁
鳳

雲
﹃
国
家
賠
償
法
教
程
﹄︵
中
国
法
制
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
︶
等
参
照
。

�　

一
九
五
四
年
憲
法
の
九
七
条
は
、
私
有
財
産
制
を
容
認
す
る
人
民
の
国
家
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
国
家
活
動
に
よ
っ
て
人
民
、
特
に
私
有
財
産
の
主
体
に

損
害
を
与
え
た
場
合
、
そ
の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
な
い
と
い
う
国
家
責
任
法
理
を
述
べ
た
。


